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平成27年度
一般会計
当初予算

阿南市財政事情の公表に関する条例第２条の規定に基づき、平成26年度および平成
27年度に係る財政事情を公表します。　平成27年４月１日　阿南市長　岩浅嘉仁　

326億8,000万円
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市税
144億
6,670万円

（44.3％）

市債
25億1,720万円（7.7％）

地方交付税
38億400万円

（11.6％）

県支出金
21億3,832万円

（6.5％）

国庫支出金
44億9,639万円
　　　（13.8％）

繰入金 
18億4,194万円（5.6％）その他

自主財源 
17億107万円（5.2％）

その他依存財源
17億1,438万円

（5.3％）

歳入
326億
8,000万円

自
主
財
源
　
55・１
％

依
存
財
源
　
44・９
％

■その他依存財源の内訳
地方譲与税 3億2,900万円
利子割交付金 1,600万円
配当割交付金 7,100万円
株式等譲渡所得割交付金 7,600万円
地方消費税交付金 11億2,900万円
ゴルフ場利用税交付金 2,800万円
自動車取得税交付金 2,400万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 88万円
地方特例交付金 3,100万円
交通安全対策特別交付金 950万円

■その他自主財源の内訳
分担金及び負担金 4億3,422万円
使用料及び手数料 4億8,218万円
財産収入 773万円
寄附金 1万円
繰越金 1万円
諸収入 7億7,692万円

《歳入の内訳》

《歳出の内訳》

注）金額は万円未満を端数調整しています。

歳出
326億

8,000万円

人件費 74億658万円（22.7%） 議会費 3億4,491万円（1.1％） 
総務費 42億5,456万円（13.0％） 
民生費 99億8,228万円（30.5％） 
衛生費 33億2,585万円（10.2％） 
労働費 2,730万円（0.1％） 
農林水産業費 8億7,522万円（2.7％） 
商工費 3億5,793万円（1.1％） 
土木費 23億8,671万円（7.3％） 
消防費 13億4,612万円（4.1％） 
教育費 38億90万円（11.6％） 
災害復旧費 1,221万円（0.0％） 
公債費 31億3,463万円（9.6％） 
諸支出金 28億138万円（8.6％） 
予備費 3,000万円（0.1％） 

物件費 49億5,083万円（15.2％） 
維持補修費 3億3,435万円（1.0％） 
扶助費 58億6,767万円（18.0％） 
補助費等 26億9,603万円（8.2％） 
普通建設事業費
 51億1,697万円（15.6％） 
災害復旧費 1,221万円（0.0％） 
公債費 31億3,463万円（9.6％） 
積立金 3万円（0.0％） 
貸付金 5億9,150万円（1.8％） 
繰出金 25億3,920万円（7.8％） 
予備費 3,000万円（0.1％） 
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当初予算の主要事業

１．心地よく住みやすいまちをつくる

27億8,049万円

道路・交通網等の整備…道路橋りょう新設・改良、
舗装、側溝整備、四国横断道整備促進

住宅の整備…〈仮称〉春日野団地建設
下水道の整備…公共下水道整備、都市下水路整備
防災・消防・防犯体制の整備…ＬＥＤ防犯灯整備、
災害時要支援者システム整備、災害時医療救護所開
設用備品等整備、木造住宅耐震改修促進事業、住ま
いの安全・安心リフォーム支援、危険廃屋等除却支
援、津波避難所整備、消防施設整備、非常用備蓄品
等整備、桑野川洪水ハザードマップ作成、自主防災
組織育成、津乃峰総合センター建設、Wi-Fi（ワイ
ワイ）王国！とくしま関連事業

地域情報化の推進…電子自治体の構築、マイナンバー
制度導入準備

２．健やかで笑顔のあるまちをつくる

102億1,753万円

地域福祉の推進、保健・医療の充実…社会福祉事業
等活動費補助、自殺予防対策緊急強化、臨時福祉給
付金事業、生活困窮者自立支援事業、小児慢性特定
疾患児日常生活用具給付、地域医療確立対策補助
金、各種予防接種、母子保健対策、妊婦一般健康診
査、妊婦訪問、不妊治療費助成、女性特有のがん検
診等各種健康診査、第２次食育推進計画策定

高齢者福祉・子育て支援・障がい者福祉の充実…障
がい者自立支援、障がい者地域生活支援、地域活動
支援センター運営事業費補助、人工内耳電池費用助
成、敬老会助成、高齢者住宅改造促進、児童手当給
付、子育て世帯臨時特例給付金事業、放課後児童ク
ラブ運営、〈仮称〉岩脇こどもセンター建設、病児・
病後児保育、こども医療費助成、未熟児養育医療費
助成、ファミリーサポートセンター運営事業

３．美しくひかり輝くまちをつくる

3億4,976万円

環境循環型社会の形成…生物多様性保全・活用事業
支援、資源ごみ回収団体奨励、住宅用太陽光発電シ
ステム導入支援、電気式（乾燥式）生ごみ処理機購
入助成

治山・治水の推進…古津川排水対策、急傾斜地崩壊
対策

衛生環境行政の充実…生活排水対策推進計画策定
公園・緑化の推進…防災公園整備（津乃峰・ゆたか
野・富岡東部地区）、中心市街地活性化広場公園整
備、ふれあいパーク整備（辰己地区）

４．活力と夢を育むまちをつくる

６億7,223万円

農林漁業の振興…地域農業振興事業、経営所得安
定対策、人・農地問題解決支援事業、農業用施
設整備、多面的機能支払交付金事業、森林整備
地域活動支援交付金事業、有害鳥獣対策、沿岸
漁業等振興事業

商工業・観光の振興等…光のまちづくり事業補助、
あななんＰＲ事業、ＡＭＡ地域連携・交流事業、
「祭り」の活性化、野球のまち阿南推進協議会補
助、東京六大学オールスターゲーム in 阿南開催

雇用環境・消費者行政の充実…消費生活センター
運営、緊急雇用創出事業

５．豊かな心と学びのあるまちをつくる

17億3,548万円

生涯学習環境の整備…ふるさと活性 21活動補助、
公民館耐震診断

学校教育等の充実…外国青年招致、児童・生徒用
パソコン等更新、中野島小学校校舎増築、阿南
中学校屋内運動場改築、私立幼稚園施設型給付
負担金等支援、阿南中央給食センター建設

人権の尊重…人権フェスティバル開催
男女共同参画社会の推進…配偶者暴力相談支援セ
ンター開設、女性のための生き方なんでも相談

健康増進・体力づくりと生涯スポーツの振興…屋
根付き多目的広場整備、こころのプロジェクト
「夢の教室」開催、こども水泳講座開催、トップ
アスリート招致事業補助、那賀川流域センチュ
リーラン開催補助、体育施設整備（那賀川スポー
ツセンター防水改修ほか）

豊かな歴史文化の継承と新しい文化の創造等…市
民会館ほか自主事業、郷土史編さん、〈仮称〉北
條民雄文学賞、ふるさと創作ミュージカル「新
開桜」公演（市内小・中学生向け公演）

６．みんなで築くまちをつくる

48億6,436万円

地域コミュニティの形成…〈仮称〉伊島住宅建設
市民と行政との協働体制の推進…婚活応援事業
広域行政の推進…定住自立圏共生ビジョン事業の
展開

効率的な行政運営…総合計画後期基本計画策定、
業務継続計画（ＢＣＰ）策定、人事評価制度導
入支援業務委託、庁舎建設、東京事務所運営

健全な財政運営…公共施設等総合管理計画策定、
固定資産台帳等整備、長期債の償還
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■市債現在高の状況 （単位：万円・％）

区　　　　分
平成26年度末現在高見込み 平成27年度末現在高見込み

見　込　額 構成比 見　込　額 構成比
⑴ 普 　 　 通 　 　 債 247億5,876 72.6 249億9,928 73.8 

１ 総　　　　　　務 19億1,268 5.6 21億5,630 6.4 
２ 民　　　　　　生 9億2,081 2.7 9億7,631 2.9 
３ 衛　　　　　　生 42億7,595 12.5 41億1,943 12.2 
４ 農 　 林 　 水 　 産 9億3,358 2.7 7億8,755 2.3 
５ 商　　　　　　工 3,016 0.1 4,757 0.1 
６ 土　　　　　　木 73億2,251 21.5 69億9,452 20.6 
７ 公 　 営 　 住 　 宅 14億2,201 4.2 14億7,204 4.4 
８ 消　　　　　　防 23億2,745 6.8 24億570 7.1 
９ 教　　　　　　育 56億1,361 16.5 60億3,986 17.8 

⑵ 災 害 復 旧 債 1億5,490 0.5 1億4,414 0.4 
１ 単 　 独 　 災 　 害 28 0.0 0 0.0 
２ 補 　 助 　 災 　 害 1億5,462 0.5 1億4,414 0.4 

⑶ そ 　 　 の 　 　 他 91億5,906 26.9 87億5,072 25.8 
１ 減 収 補 て ん 債 5億6,250 1.7 4億3,750 1.3 
２ 減 税 補 て ん 債 5億7,845 1.7 4億9,760 1.4 
３ 臨時税収補てん債 9,171 0.3 6,175 0.2 
４ 一 般 会 計 出 資 債 4億1,551 1.2 3億9,835 1.2 
５ 臨 時 財 政 対 策 債 75億1,089 22.0 73億5,552 21.7 

合　　　　計 340億7,272 100.0 338億9,414 100.0 

■市有財産の状況（平成26年３月31日現在）

区　分 土　地（㎡） 建　物（㎡）

行政財産 1,887,873 408,092 
普通財産 44,350 1,256 

■基金の状況（平成26年度末現在高見込み）

財 政 調 整 基 金 136億4,014万円
減 債 基 金 31億8,289万円
特 定 目 的 基 金 66億2,324万円
定額資金運用基金 4億9,689万円

■市税負担の概況
市税総額　144億6,670万円
●１世帯当たりの税額　	 479,395円
●１人当たりの税額　　	 190,236円

■行政経費支出の概況
●１世帯当たりの支出額	1,082,944円
●１人当たりの支出額　　	429,740円

※２月末現在の人口（76,046人）、
　世帯数（30,177世帯）より試算

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
区　　　　分 平成26年度現計予算

（３月補正含む）
収入済額

（平成27年２月28日現在） 区　　　　分 平成26年度現計予算
（３月補正含む）

支出済額
（平成27年２月28日現在）

市 税 154億4,160 132億677 議 会 費 3億3,656 3億1,487
地 方 譲 与 税 3億3,800 2億496 総 務 費 69億5,600 33億239
利 子 割 交 付 金 2,400 1,628 民 生 費 110億4,617 93億5,251
配 当 割 交 付 金 5,000 2,129 衛 生 費 37億5,308 24億890
株式等譲渡所得割交付金 3,700 0 労 働 費 3,719 3,122
地 方 消 費 税 交 付 金 8億2,300 5億7,936 農 林 水 産 業 費 9億2,708 4億8,399
ゴルフ場利用税交付金 3,000 1,934 商 工 費 3億5,707 2億2,533
自 動 車 取 得 税 交 付 金 2,800 1,475 土 木 費 34億6,091 15億666
国有提供施設等所在市町村助成交付金 88 93 消 防 費 17億697 10億3,707
地 方 特 例 交 付 金 3,100 3,018 教 育 費 40億7,260 30億6,415
地 方 交 付 税 41億2,910 36億2,893 災 害 復 旧 費 2億8,852 3,338
交通安全対策特別交付金 950 350 公 債 費 33億3,282 17億3,593
分 担 金 及 び 負 担 金 4億5,760 3億6,777 諸 支 出 金 36億3,434 21億8,404
使 用 料 及 び 手 数 料 4億8,740 3億9,159 予 備 費 1,769 0
国 庫 支 出 金 57億946 33億8,675 合　　　　計 399億2,700 256億8,044
県 支 出 金 23億245 2億770
財 産 収 入 4,391 6,842
寄 附 金 5億1 5億1,601
繰 入 金 33億5,110 197
繰 越 金 11億849 11億849
諸 収 入 8億7,660 1億5,129
市 債 41億4,790 0

合　　　　計 399億2,700 239億2,628

平成26年度一般会計予算の執行概況
（単位：万円）

平成26年度現計予算、収入済額および支出済額は、
平成25年度繰越明許費を含んでいます。
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区　　　分 平成27年度
当 初 A

平成26年度
当 初 B

比　　較
（A－B）

収 益 的
収 　 入 15億4,915 15億6,154 △1,239

支 　 出 15億4,209 15億5,216 △1,007

資 本 的
収 　 入 7億7,368 1億5,385 6億1,983

支 　 出 13億5,780 7億5,455 6億325

平成26年度
現 計 予 算

（３月補正含む）

収 入 済 額
（平成27年

２月28日現在）

支 出 済 額
（平成27年

２月28日現在）

15億6,154 11億2,398

15億5,216 5億8,184

1億5,385 620

7億5,455 3億2,917

会　　　計　　　名 平成27年度
当 初 A

平成26年度
当 初 B

比　　較
（A－B）

住宅新築資金等貸付事業特別会計 2,134 2,929 △795

加茂谷財産区運営事業特別会計 36 36 0

伊 島 財 産 区 運 営 事 業 特 別 会 計 169 163 6

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 98億800 81億1,000 16億9,800

加 茂 谷 診 療 所 事 業 特 別 会 計 9,200 9,500 △300

伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 1,800 1,800 0

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 8億1,420 8億8,300 △6,880

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 76億1,500 74億8,000 1億3,500

伊島地区生活排水処理事業特別会計 775 720 55

学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 4億300 4億1,300 △1,000

奨 学 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 1,969 1,958 11

春日野地域下水道事業特別会計 3,872 4,152 △280

羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1億9,440 1億2,930 6,510

豊香野地区生活排水処理事業特別会計 460 470 △10

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 9億5,400 10億220 △4,820

平成26年度
現 計 予 算

（３月補正含む）

収 入 済 額
（平成27年

２月28日現在）

支 出 済 額
（平成27年

２月28日現在）

2,929 1,067 1,184

36 36 0 

163 164 0

89億8,000 58億5,189 70億45

1億26 6,706 7,011

1,800 734 1,187

8億8,300 7,923 3億784

79億4,327 67億8,154 63億5,509

720 749 178

4億1,300 3億587 2億8,891

1,958 1,402 1,072

4,152 1,734 1,406

1億3,290 3,331 6,958

470 328 224

10億220 6億6,600 6億4,488

特別会計の状況

水道事業会計の状況

（単位：万円）
平成26年度現計予算、収入済額および支出済額は、平成25年度繰越明許費を含んでいます。

（単位：万円）
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■職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般職（普通会計） 311,545円 43.01歳

■職員の初任給の状況

区　　分
阿　南　市 国

決定初任給 採用２年経過
日の給料額 初任給 採用２年経過

日の給料額

一
般
職

大学卒 174,200円 186,100円 174,200円 186,100円

高校卒 142,100円 153,300円 142,100円 153,300円

■人件費の状況
平成26年度		
一般会計３月補正後予算総額　372億4,450万円

人件費
71億314万6千円

（19.1%）

平成26年度
一般会計３月補正後
給与費予算額
47億770万7千円

給料
30億371万3千円
（63.8％）

期末勤勉手当
11億5,243万3千円

（24.5%）

その他
5億5,156万1千円

（11.7％）

（１人当たり給与費586万３千円）

■一般行政職の級別職員数の状況

定型的な業務を行う職務　50人
高度な知識または
経験を必要とする
業務を行う職務
29人

係長、主任の職務
またはこれに相当
する職務　39人

１
級

７
級

２級
３級

４級５級

６級

課長補佐及び主査の職
務またはこれに相当す
る職務　132人

参事及び課長及び主幹の
職務またはこれに相当す
る職務　58人

部長の職務またはこれに
相当する職務　15人

困難な業務を分掌す
る係長、主任の職務
またはこれに相当す
る職務　86人

職員数
409人

阿南市職員の給与の現状

●
部
門
別
職
員
数
の
状
況
と
主
な
増
減
理
由 （
各
年
４
月
１
日
現
在
）

（単位：人）
職　員　数 対前年

増減数 主な増減理由平成25年 平成26年

一
般
行
政
部
門

議 会 6 6 0	
総 務 122 118 △	4 業務体制の見直しによる減
税 務 36 36 0	
民 生 205 204 △	1 退職不補充による減
衛 生 84 78 △	6 ごみ処理施設民間委託による減
農 林 水 産 30 30 0	
商 工 13 12 △	1 退職不補充による減
土 木 63 66 3	 業務の増加に伴う増
小 計 559 550 △	9

特別行
政部門

教 育 154 153 △	1 退職不補充による減
消 防 103 100 △	3 退職不補充による減
小 計 257 253 △	4

普 通 会 計 816 803 △	13

公営企
業会計
等部門

病 院 1 2 1 欠員補充
水 道 22 22 0	
下 水 道 12 11 △	1 事業進捗に伴う減
そ の 他 25 26 1 業務の増加に伴う増
小 計 60 61 1

合 計 876 864 △	12
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者	・派遣職員などを含み、臨時及び非常勤職員を除く。

■職員給与費の状況

定
員
管
理
の
状
況
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■職員の経験年数別平均給料月額の状況

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一
般
職

大学卒 251,100円 301,300円 345,500円

高校卒 220,600円 254,700円 305,400円

■扶養手当の状況

扶　養　親　族 支給月額

配偶者 13,000円

子等配偶者以外の扶養親族 1人につき6,500円

配偶者のいない職員の扶養親族
１人目 11,000円

満16歳の年度始めから22歳の
年度末までの子

1人につき
5,000円を加算

■住居手当の状況

区　　　分 内容（支給月額） 国の制度
との異同

借
家
（
間
）

月額23,000円
以下の家賃

家賃から12,000円
を控除した額 同

月額23,000円を
超える家賃

27,000円を限度と
し算定した額 同

■期末、勤勉手当の状況（平成26年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 職
制
上
の
段
階
、
職
務
の

級
等
に
よ
る
加
算
措
置
有

6月期
（1.025月分） （0.875月分）

1.225月分 0.675月分

12月期
（1.175月分） （1.025月分）

1.375月分 0.825月分

計
（2.2月分） （1.9月分）

2.6月分 1.5月分

カッコ内は特定管理職員

■退職手当の状況（支給割合）

勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額

自 己 都 合 21.62月分 30.82月分 43.70月分 52.44月分

勧奨・定年 27.025月分 36.57月分 52.44月分 52.44月分

（単位：万円）

■特別職の報酬月額等の状況

期末手当は年間3.1月分です

●
定
員
適
正
化
目
標

　

阿
南
市
行
財
政
改
革
推
進
大
綱
を
指
針
と
し
て
事
務
の
合
理
化
、
効

率
化
の
推
進
に
努
め
、
財
政
の
健
全
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
の

均
衡
を
保
ち
つ
つ
、
定
員
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

●
定
員
適
正
化
手
法
の
概
要

　

組
織
機
構
の
合
理
化
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
指
定
管
理
者
制
度
及

び
民
間
委
託
等
の
活
用
、
情
報
化
に
よ
る
事
務
処
理
の
効
率
化
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
適
正
な
定
員
管
理
に
努
め
ま
す
。

●
定
員
適
正
化
計
画
の
年
次
別
進
捗
（
実
績
）
の
概
要

（単位：人）

区　分

部　門

平成23
年計画
始期

平成
24年
1年目

平成
25年
2年目

平成
26年
3年目

平成
27年
4年目

平成
28年
5年目

平成24年
　〜28年
計

（参考）
数値
目標

一 般
行 政

職員数 574 559 559 550 ― 551

増 減 △	15 0 △９ △	24 △	23

教 育
職員数 158 158 154 153 ― 155

増 減 0 △	4 △ 1 △	5 △	3

消 防
職員数 103 102 103 100 ― 105

増 減 △	1 1 △ 3 △	3 2

公 営
企 業
会計等

職員数 67 65 60 61 ― 64

増 減 △	2 △	5 1 △	6 △	3

計
職員数 902 884 876 864 ― 875

増 減 △	18 △	8 △ 12 △	38 △	27

（注）１．計画期間は、平成24年〜平成28年の５年間です。
２．増減は対前年比の職員増減数を示す。
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

58
歳
で
逝
っ
た
畏い

友ゆ
う 

～

「
天
の
時
は
地
の
利
に
如し

か
ず

　

地
の
利
は
人
の
和
に
如
か
ず
」

「
天
の
時
、
地
の
利
、
人
の
和
」

「
天
地
人
」

　

火
坂
雅
志
（
ひ
さ
か
ま
さ
し
＝
本
名
・
中
川
雅

志
）　

昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
新
潟
市
生
ま
れ
。

去
る
２
月
26
日
、
急
性
膵す

い

炎
の
た
め
死
去
。
享
年

58
。
あ
ま
り
に
も
早
す
ぎ
る
死
だ
っ
た
。

　

大
学
時
代
、「
歴
史
文
学
ロ
マ
ン
の
会
」と
い
う

サ
ー
ク
ル
で
出
会
っ
た
。
私
が
２
歳
年
上
だ
が
、

兄
弟
の
契
り
を
結
び
、お
互
い
の
結
婚
式
に
も
出
席

し
合
い
、今
日
ま
で
変
わ
ら
ぬ
友
情
を
培
っ
て
き
た
。

　

昨
年
10
月
に
体
調
を
崩
し
入
院
。
年
が
明
け
、

３
月
か
ら
の
復
帰
に
向
け
て
リ
ハ
ビ
リ
中
で
の
突

然
の
訃
報
で
あ
っ
た
。
大
病
を
経
験
し
、「
再
び

も
ら
っ
た
命
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
人
を
元
気
づ

け
、
人
々
の
心
を
慰い

し
ゃ藉
（
苦
し
み
な
ど
を
慰
め
い

た
わ
る
こ
と
）
す
る
小
説
を
書
き
た
い
」
と
病
床

で
語
っ
て
い
た
だ
け
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
天
は

人
間
の
才
能
に
し
っ
と

4

4

4

す
る
の
か
と
叫
び
た
い
気

持
ち
で
あ
る
。

　

火
坂
は
司
馬
遼
太
郎
の
『
燃
え
よ
剣
』
に
出
会

い
、
歴
史
小
説
の
面
白
さ
に
の
め
り
込
み
、
歴
史

作
家
を
志
し
た
。
大
学
卒
業
後
、
出
版
社
に
勤
務

し
た
後
、
昭
和
63
（
１
９
８
８
）
年
、
平
安
時
代
の

歌
人
、
西
行
を
主
人
公
と
し
た
『
花か

月げ
つ

秘ひ

拳け
ん

行こ
う

』
で

文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
。

　

平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
、
豊
臣
秀
吉
の
陰
の
参

謀
と
し
て
絶
大
な
力
を
ふ
る
っ
た
医
師
、
施や

く

い

ん

薬
院
全

宗
の
実
像
に
迫
っ
た
『
全
宗
』
で
「
吉
川
英
治
文
学

新
人
賞
」
候
補
と
な
り
、
斯し

界か
い

の
注
目
を
浴
び
た
。

　

そ
の
後
も
旺
盛
な
執
筆
活
動
を
続
け
、
直
江
兼
続

を
主
人
公
と
し
た『
天
地
人
』を
発
表
。
平
成
21（
２

０
０
９
）
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
と
な
り
、
妻
夫

木　

聡
、
常
盤
貴
子
の
コ
ン
ビ
に
よ
り
ヒ
ッ
ト
ド
ラ

マ
と
な
っ
た
。

　

兼
続
は
、
戦
国
時
代
、
上
杉
景か

げ

勝か
つ

（
上
杉
謙け

ん

信し
ん

の

養
子
）
の
家
臣
で
、
徳
川
家
康
か
ら
最
も
恐
れ
ら
れ

た
武
将
で
あ
っ
た
が
、
「
仁
は
人
の
心
な
り
、
義
は

人
の
路
な
り
」
を
信
条
と
し
、
「
愛
」
と
い
う
字
を

掲
げ
た
兜か

ぶ
と

を
身
に
付
け
、
仁
愛
の
将
と
呼
ば
れ
た
。

　

火
坂
の
地
元
紙
、
新
潟
日
報
は
そ
の
追
悼
記
事

で
、「
火
坂
氏
は
現
代
の
兼
続
の
よ
う
に
本
当
に
心

根
の
優
し
い
人
物
だ
っ
た
」
と
論
評
し
て
い
る
。
今

夏
、
阿
南
で
再
演
さ
れ
る
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
新

開
桜
』
の
原
作
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

た
だ
た
だ
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
１
４
５
９
万
３
３
１
３
円

東
京
都
八
王
子
市
の
故
・
米
澤　

昭
様
、
故
・
米
澤
京
子
様
の
ご

遺
志
に
よ
り
、
市
民
福
祉
向
上

と
し
て

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度

阿
南
市
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
事
業

補
助
金
申
請
を
受
付

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
方
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
申
請
方
法
等
く

わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　

金
額　
１
件
に
つ
き
５
万
円

募
集
件
数　
１
０
０
件

※
募
集
件
数
に
達
し
た
時
点
で
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈬
～
11
月

30
日
㈪

※
郵
送
に
よ
る
応
募
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

※
店
舗
兼
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
は
対
象

外
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
保
全
課

（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

（
土
地
・
家
屋
）
の
縦
覧

　

平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
の
価

格
（
評
価
額
）
を
次
の
と
お
り
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

期
間　

４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
第
１
仮
庁
舎
２
階

税
務
課
固
定
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
方　
固
定
資
産
税
の

納
税
者
や
代
理
人

持
参
物　
本
人
確
認
が
で
き
る
公

的
証
明
書
（
免
許
証
、保
険
証
等
）

と
印
鑑
。
代
理
人
の
場
合
は
委
任

状
も
必
要
で
す
。

手
数
料　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
無

料
。
ま
た
、
名
寄
帳
（
ご
自
身
が

納
税
義
務
者
と
な
っ
て
い
る
資
産

の
一
覧
表
）
の
閲
覧
に
つ
い
て
も

縦
覧
期
間
中
は
手
数
料
が
無
料

（
た
だ
し
、
コ
ピ
ー
代
は
１
枚
10

円
が
必
要
）
で
す
。

平
成
27
年
は
評
価
替
え
の
年
で
す

　

納
税
通
知
書
は
４
月
に
発
送
し

ま
す
。
第
１
期
納
期
限
は
４
月
30

日
㈭
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

直江兼続の甲冑（複製品）
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臨
時
的
任
用
職
員

（
夏
季
ご
み
収
集
作
業
）を
募
集

募
集
内
容　
６
月
～
９
月
の
間
に

環
境
管
理
事
務
所
に
お
い
て
、
臨

時
的
に
勤
務
す
る
職
員

応
募
資
格　
昭
和
28
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
10
人

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、

４
月
21
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま

す
。

申
込
期
間　
４
月
21
日
㈫
～
５
月

７
日
㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
５
月
12
日
㈫

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　
人

事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児

日
常
生
活
用
具
の
給
付

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
（
障
が

い
者
総
合
支
援
法
等
の
施
策
の
対

象
と
な
ら
な
い
方
）
に
日
常
生
活

用
具
の
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
疾
患
・
給
付
物
品
・
そ
の
他

給
付
に
関
す
る
要
件
等
の
申
請
に

必
要
な
内
容
に
つ
い
て
、
く
わ
し

く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
を
活
用

し
、
自
ら
の
手
で
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

助
成
対
象　
次
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

▼
市
の
活
性
化
お
よ
び
地
域
の
振

興
に
つ
な
が
る
市
民
の
自
発
的
な

活
動
（
地
域
イ
ベ
ン
ト
・
文
化
活

動
・
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
）

▼
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２
年

以
上
在
住
し
年
齢
が
満
10
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
方
で
、
視
察
研
修
の

体
験
が
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
方
）

申
請
方
法
お
よ
び
交
付
の
決
定

　
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
定

住
促
進
課
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
６
月

30
日
㈫
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
助
成
の
選
考
と
金
額
な
ど
、

詳
細
は
基
金
運
営
委
員
会
の
審
議

を
経
て
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

定
住
促
進
課

（
☎
22

－

７
４
０
４
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

通
勤
通
学
時
の
交
通
事
故
防
止
を

　

も
う
す
ぐ
入
学
、
新
学
期
の
季

節
で
す
。
車
、
自
転
車
、
徒
歩
な

ど
通
勤
、
通
学
方
法
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件　数
死　者
負傷者

169件（372）
0人（	 	 1）
10人（	 36）

救 急 件　数
搬送人員

236件（560）
223人（539）

火 災 件　数
損害額

4件（	 	 7）
0千円（125千円）

●阿南署管内平成27年２月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

　

20
歳
の
学
生
で
す
が
、

収
入
が
な
い
の
で
、
国

民
年
金
の
保
険
料
を
支
払
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

所
得
の
少
な
い
学
生

が
申
請
し
、
承
認
さ
れ

る
こ
と
で
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
の
方
で
、
納
め
ら
れ
な

い
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
を
受

給
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
納
付
が
難
し
い

場
合
は
学
生
納
付
特
例
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
、

年
金
手
帳
、
学
生
証
の
写
し
、

ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
が
一

度
承
認
さ
れ
る
と
翌
年
度
以
降
、

在
学
期
間
中
は
毎
年
４
月
頃
に
、

は
が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例

申
請
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

■告示　知事　	 ３月26日㈭
　　　　県議　	 ４月３日㈮

■投票　４月12日㈰　7:00～20:00　
　　　　〈伊島投票区は11日㈯〉
※大井・大田井・阿瀬比・新野西・福井上分・蒲生田・
後・椿泊は19:00まで

■期日前投票　
　知事　３月27日㈮～４月11日㈯　8:30～20:00
　県議　４月４日㈯～４月11日㈯　8:30～20:00
　　　　〈伊島投票区は10日㈮まで〉
　場所　ひまわり会館１階　ロビー

問い合わせは　選挙管理委員会事務局（☎22−3791）へ

徳島県知事選挙および
徳島県議会議員一般選挙が
行われます １２㈰

４
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診
療
所
併
設
の
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
定
員
29
人
以
下
の
特
養
）
整
備
事
業
者
の
公
募

さ
さ
ゆ
り
通
信	

第
79
号

４
月
１
日
に
「
阿
南
市
配
偶
者　

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を　

開
設
し
ま
す

　

配
偶
者
や
交
際
相
手
な
ど
親
密

な
関
係
に
お
い
て
行
わ
れ
る
暴
力

は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
重
に
守
ら
れ
、

き
め
細
か
い
、
丁
寧
な
対
応
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
設
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末

年
始
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
24

－

８
１
１
１
）
へ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー　

男
性
料
理
教
室
（
前
期
）　　
　

参
加
者
募
集

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
家
庭

か
ら
。
お
互
い
の
役
割
を
見
直
す

た
め
に
も
、
料
理
か
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　
５
月
12
日
㈫
、
26
日
㈫
、

６
月
２
日
㈫
、
９
日
㈫
、
23
日
㈫

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階　

グ

ル
メ
ル
ー
ム

募
集
定
員　
30
人

参
加
費　
１
回
５
０
０
円
（
材
料

費
と
し
て
当
日
集
金
）

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
４
月

28
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
ま
た
は
、
は
が
き
（
当
日

消
印
有
効
）
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
目
的

以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４

－
８
５
０
１　

富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３　

男
女
共
同
参

画
室
（
☎
22

－

７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
22

－

４
７
８
５
）
へ

　

地
域
振
興
対
策
事
業
お
よ
び
第

６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

い
て
、
診
療
所
併
設
の
地
域
密
着

型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
整
備
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・
な
が
い

き
課
（
☎
22

－

１
７
９
３
）
ま
た

は
環
境
整
備
課
（
☎
22

－

３
７
９

５
）
へ

平成27年度　阿南市成人大学講座実施計画
講座 日　　時 テーマ 場　　所 内　　容 講　　　　　師

第１回 ５月19日㈫
18:30～ ◇開講式 ひまわり会館

ふれあいホール 未　定 徳島県知事

第２回 ６月18日㈭
19:00～ 生きがい ひまわり会館

ふれあいホール
人と動物を繋ぐアニマ
ルコミュニケーション

アニマルライフカウンセラー
三井仁美さん

第３回 ７月４日㈯
19:00～ 天文 ひまわり会館

ふれあいホール ＪＡＸＡ講演会 ＪＡＸＡ講師

第４回 10月上旬 現地研修 奈良県奈良市 奈良市防災センター

第５回
11月下旬
10:00～
14:00～

調理 ひまわり会館
グルメルーム 未　定 食生活改善推進委員　井村玉惠さん

第６回 12月20日㈰
9:00～

人権フェスティ
バル参加

文化会館
夢ホール 未　定 未　定

第７回
平成28年1月17日㈰
10:00～
14:00～

歴史 未　定 市内史跡巡り 文化振興課　向井公紀さん
　　　　　　阿部直樹さん

第８回 1月23日㈯
13:30～

生涯学習推進大
会参加 未　定 未　定 未　定

第９回 ２月中旬
18:30～

健康
◇閉講式

ひまわり会館
ふれあいホール 未　定 徳島大学大学開放実践センター

教授　田中俊夫さん

受講資格　学習意欲のある人　
募集定員　130人（定員を超える場合は抽選を行い、開講通知

の案内をもって当選案内とします）
受 講 料　年間1,500円

（調理実習、現地研修などは実費負担があります）
申込方法　はがきに住所、氏名、フリガナ、電話番号、携帯電話番号を記入のうえ、４月17日㈮までに

お申し込みください。電話での申込みは、受付していません。
※いただいた個人情報は、目的以外には使用しません。
申込み・問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地３　生涯学習課（☎22ー3391）へ

… 第39回成人大学受講生募集 …
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美しいあなんを求めて 連載㉗〜下水道〜

公共下水道供用開始
区域が４月１日から
広がります

公共下水道を使用できる区域（供用開始区域）に
該当する方は、お早めに下水道に接続してくださ
い。接続工事は、必ず排水設備指定工事店（市ホ
ームページ掲載）に依頼してください。
一定期間内に下水道へ接続される方（新築を除
く）には、助成金制度を設けています。
また、平成27年度供用開始区域の土地について、
受益者負担金の徴収猶予を受けられている方は、
未供用による猶予が取消しとなり、８月から徴収
開始となりますのでご確認ください。なお、平成
26年８月以降、土地の売買や相続等により受益
者が変更になっている場合は、下水道課までご連
絡ください。
問い合わせは　下水道課（☎22−1796）へ

凡　　例

　道路
　ＪＲ軌道
　事業区域
　これまでの供用開始区域
　今回の供用開始区域

◦
富岡西郵便局

JR阿南駅◦

◦文化会館

◦富岡隣保館

◦
富岡西高校

阿南市役所
◦

人
権
教
育・啓
発

阿
南
市
に
お
け
る
人
権
教
育
及
び

人
権
啓
発
に
係
る
調
査
及
び
研
究

に
関
す
る
活
動
費
補
助
事
業

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
の
た

め
に
行
う
人
権
教
育
・
啓
発
に
係

る
調
査
・
研
究
活
動
に
対
し
補
助

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
自

ら
学
び
、
差
別
を
な
く
す
実
践
に

つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業　
実
施
主
体
の
自

主
的
な
企
画
に
よ
る
人
権
教
育
・

啓
発
に
係
る
調
査
・
研
究
活
動
を

目
的
と
し
た
事
業

申
請
期
間　
４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

※
補
助
金
の
交
付
対
象
、
申
請
方

法
、
補
助
対
象
経
費
、
補
助
金
額

等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

第
１
回
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発

市
民
講
座

日
時　
４
月
28
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

演
題　
「
す
べ
て
の
子
ど
も
に
安

心
・
自
信
・
自
由
を
」

講
師　
Ｃ
Ａ
Ｐ
と
く
し
ま　

代
表　

阿
部
和
代
さ
ん

※
託
児
あ
り
（
４
月
20
日
㈪
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

平
成
28
年

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　

成
人
式
に
参
画
し
て
い
た
だ
け

る
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
内
容　
▼
新
成
人
（
平
成
７

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
▼
市

民
ス
タ
ッ
フ
▼
高
校
生
ス
タ
ッ
フ

内
容　

成
人
式
の
企
画
・
運
営

（
会
議
は
５
回
程
度
を
予
定
）

申
込
締
切
日　
４
月
16
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
最
寄

り
の
公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

平
成
27
年
度
固
定
資
産
評
価	

証
明
書
等
の
発
行
時
期

発
行
予
定
日

▼
固
定
資
産
評
価
証
明
書

　

４
月
１
日
㈬
～

▼
固
定
資
産
公
課
証
明
書

　

４
月
６
日
㈪
～

※
証
明
書
発
行
時
に
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
的
証

明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

平成27年４月１日
から供用開始区域

国の交付金を活用して、地域経済の好循環を図るた
め、商工団体・県・市町村が連携し、「阿波とくしま・
商品券」を発行します。くわしくは、各商工団体に
お問い合わせください。

発行期間　４月20日㈪～８月31日㈪
　　　　　※売り切れ次第、終了します。
使用期間　４月20日㈪～10月19日㈪
販売価格　10,000円（12,000円相当分）
　　　　　１セット1,000円×12枚
　　　　　（全県共通券８枚、地域限定券４枚）
取扱店舗　事業参加申込店舗（決定次第、各商工団

体のホームページ等でお知らせします）
問い合わせは　阿南商工会議所（☎22−2301）へ

那賀川町商工会（☎42−1772）へ
羽ノ浦町商工会（☎44−4858）へ

「阿波とくしま・商品券」の発行
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

無
料
体
験
講
座
の
実
施

参
加
で
き
る
方　
市
内
に
居
住
ま

た
は
職
場
を
有
す
る
35
歳
ま
で
の

勤
労
青
少
年
（
学
生
を
除
く
）

講
座
名　
生
花
、
書
道
、
着
付
、

料
理
、
茶
道
、
英
会
話
、
ヨ
ー
ガ
、

卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
フ
ッ
ト
サ
ル

実
施
期
間　
４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

※
各
講
座
の
日
程
等
は
、
広
報
あ

な
ん
３
月
号
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
☎
42

－４
５
７
２
／
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
後
１
時
～
８
時
）
へ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
！

対
象　
子
ど
も
会
や
運
動
ク
ラ
ブ

な
ど
５
人
以
上
の
団
体
（
文
化
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
も
対

象
と
な
り
ま
す
）

保
険
期
間　
平
成
27
年
４
月
１
日

午
前
０
時
か
ら
平
成
28
年
３
月
31

日
午
後
12
時
ま
で

保
険
料　
８
０
０
円
か
ら

※
年
齢
区
分
・
補
償
内
容
に
よ
っ

て
掛
け
金
が
変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
（
公
財
）ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
徳
島
県
支
部
（
０
８

８
－

６
５
５

－

３
６
６
０
）
へ

平
成
27
年
度

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

対
象　
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

に
浄
化
槽
設
置
工
事
を
完
成
で
き

る
方
（
た
だ
し
、
す
で
に
着
工
さ

れ
て
い
る
方
な
ら
び
に
下
水
道
法

第
４
条
第
11
項
の
認
可
を
受
け
た

区
域
、
伊
島
地
区
生
活
排
水
処
理

事
業
区
域
、
春
日
野
地
域
下
水
道

事
業
区
域
、
豊
香
野
地
区
生
活
排

水
処
理
事
業
区
域
お
よ
び
羽
ノ
浦

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
第

４
条
に
規
定
す
る
処
理
区
域
は
除

き
ま
す
。
な
お
、
対
象
区
域
は
、

環
境
保
全
課
で
確
認
で
き
ま
す
）

補
助
金
額　
補
助
金
の
額
は
、
国

の
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

基
準
額
に
基
づ
き
別
に
定
め
て
い

ま
す
。

【
参
考
】
平
成
26
年
度
実
績

▼
５
人
槽
／
33
万
２
千
円

▼
６
～
７
人
槽
／
41
万
４
千
円

▼
８
～
10
人
槽
／
54
万
８
千
円

申
請
期
間　
４
月
１
日
㈬
～
11
月

30
日
㈪
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

交
付
者
の
決
定　
申
請
順
に
予
算

の
範
囲
で
決
定
し
ま
す
。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

（
環
境
保
全
課
備
え
付
け
）
に
必

要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
浄
化
槽

設
置
工
事
が
始
ま
る
日
の
８
日
前

（
原
則
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

必
要
書
類

①
浄
化
槽
設
置
届
出
書
ま
た
は
建

築
確
認
通
知
書
の
写
し

②
設
置
場
所
の
案
内
図

③
浄
化
槽
設
置
費
の
見
積
書
の
写

　

し
④
浄
化
槽
の
構
造
図

⑤
浄
化
槽
の
配
置
配
管
図

⑥
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
方
は
賃

貸
人
の
承
諾
書

⑦
登
録
証
の
写
し
お
よ
び
登
録
浄

化
槽
管
理
票
（
Ｃ
票
）

⑧
浄
化
槽
設
備
士
免
状
お
よ
び
小

規
模
合
併
処
理
浄
化
槽
施
行
技

術
特
別
講
習
会
受
講
証
の
写
し

⑨
機
能
保
証
制
度
に
基
づ
く
保
証

登
録
証
の
写
し

⑩
浄
化
槽
法
第
７
条
お
よ
び
第
11

条
検
査
手
数
料
払
込
証
明
書

⑪
補
助
金
交
付
申
請
者
本
人
の
最

新
の
納
税
証
明
書
（
市
区
町
村

が
発
行
す
る
も
の
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
環
境

保
全
課
（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

市役所庁舎の建て替え工事に伴い、旧庁舎の姿を描き残して
後世に伝えるとともに、子どもたちの郷土愛を高める教育の
一環として写生コンクールを実施します。

2015年４月24日㈮ 募集要項は市ホームページに掲載しています

応募締切

応募資格　市内在住で小学４年生以上の方
出品規定　概ね四つ切 (54㎝ ×38㎝ ) 以下の画用紙を使用し

てください。縦・横およびデザイン、彩色、画材
は自由。応募は１人につき１点とします。

応募方法　作品の裏側に氏名、住所、年齢、電話番号を記入
のうえ、小中学生は学校に、それ以外の方は企画
政策課（新庁舎４階）に提出してください。

　　　　　郵送での応募は受付していません。
審査・賞　審査は「小学生の部」「中学生の部」「一般の部」

で行い、各部門で最優秀賞１点、優秀賞２点を選
考し、賞状と副賞を贈呈します。
また、応募者全員に参加賞を差し上げます。

※本事業で発生した事故等には責任を負いかねます。
※優秀作品は、新庁舎エントランス広場に展示または各種行
事等で活用します。

問い合わせは　企画政策課（☎22−3429）へ

マイナンバーは、住民票があるすべての方に１人１つの番号
をつけて、社会保障、税、災害対策の分野で効率的に情報を
管理し、複数の機関に存在する個人の情報が同一の情報であ
ることを確認するために活用されるものです。

問い合わせは　企画政策課（☎22−3429）へ

市役所旧庁舎の姿を描いて後世に伝えよう！

絵画作品募集中
テーマ「ありがとう阿南市役所旧庁舎」

マイナンバー
（個人番号）
制度が始まります

平成27年10月からマイナンバーを通知します。
平成28年１月から、社会保障、税、災害対策の
行政手続でマイナンバーが必要になります。

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

最優秀賞
優秀賞に
副賞
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●教育長報告
①学力向上アクティブ・ワン・プロジェクト報告会
②２学期制の最終報告
③学力向上拠点校事業
④鳴門教育大学と県市教育委員会との連携
⑤教職員人事異動について
●平成26年度幼稚園・小学校・中学校卒業（修了）証書授与式
●阿南市長の権限に属する事務の一部を教育委員会に委任する
　規則の制定
※定例会の日時は、市のホームページでお知らせしています。
くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

２月定例会（２月20日開催）で、次の
内容について審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

皆さまのご支援・ご協力に心からお礼を申
し上げるとともに、感謝の気持ちを込めて
お名前を公表させていただきます。

（順不同・敬称略）

■義援金等
徳島県高等学校ＰＴＡ	OB・OG会（阿
波高等学校・阿南特別支援学校・川島高
等学校・国府特別支援学校・小松島高等
学校・城南高等学校・城ノ内高等学校・
鳴門第一（渦潮）高等学校）

台風12号・11号被害への
支援等のお礼

水道料金等に関する業務の民間委託
阿南市では、サービスの向上と経営の効率化を図る
ため、平成24年10月から水道料金等に関する業務
を民間の専門業者に委託しています。４月１日から、
第２期目として、検針業務や水道の開閉栓業務等を
追加して、民間の専門業者に委託をします。
※委託にあたっては、委託者の阿南市と受託者の㈱
ジェネッツの双方が個人情報の取扱いの重要性を十
分認識し、個人情報の保護対策に万全を期します。　

委託する主な業務
○水道料金お客様センター窓口・電話での水道の使
用開始や使用中止届出等の受付業務
○水道料金等の収納業務および徴収業務
○督促状、催告書等の作成発送業務
○水道メーターの検針業務
○水道の開閉栓業務

水道料金お客様センターのサービス内容
◎営業時間は月曜日から金曜日までの 8:30 ～
17:15 となります。　　　　　　　　　　　　　　　
◎電話、インターネットによる開閉栓の受付を行い
ます。市のホームページから申込みできます。

水道料金徴収等業務受託者
株式会社ジェネッツ
〒779-1235　那賀川町苅屋323番地
阿南市役所那賀川支所水道部業務課内
※土・日曜日、祝日、年末年始は休業とさせていた
だきます。

問い合わせは　阿南市水道料金お客様センター
（水道部業務課内☎22−0587）へ　

水道メーターの交換
交換する際は各戸に事前に通知します。
交換予定地区　新野町、福井町、桑野地区、橘町、

中林町、津乃峰町、椿地区、富岡西
地区、横見町、長生町、加茂谷地区、
平島東部地区、大京原中島簡易水道
地区

　交換予定期間　４月～平成 28年３月

水道料金の納期内納付にご協力ください
水道事業は市民の皆さまからの水道使用料金で運営
しています。

節水にご協力ください
水は日常生活に欠かすことのできない限りある資源
です。

問い合わせは　水道部業務課（☎22−0587）へ

量水器の位置確認の調査にご協力ください
上水道情報管理データを整備し、上水道施設の適正
な管理と復旧作業を迅速に行うための立ち入り調査
を行います。調査を行う際は事前にお知らせします
ので、ご協力ください。
調査地区　加茂町、深瀬町、吉井町、十八女町、熊

谷町、大井町、阿瀬比町、桑野町
調査内容　道路内の水道管の埋設位置や弁栓類の調

査、各戸の量水器の位置確認
期間　４月～７月（予定）
※調査員は阿南市水道部委託者の腕章をつけ、調査
業務従事者の証明書を携帯しています。ご不明な
点がありましたら、お尋ねください。

問い合わせは　水道部工務課（☎22−3295）へ

水道部からのお知らせ
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地
方
創
生

　

昨
年
12
月
27
日
に
、
国
の
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合

戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
そ
の
全
体
像
が

示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
去
る
２
月
10
日
に

「
阿
南
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
本
市
の
総
合
戦

略
策
定
に
向
け
て
の
作
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
総
合
戦
略
と
と
も

に
「
地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急

経
済
対
策
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
今
国
会
で

の
審
議
を
経
て
、
本
年
度
補
正
予
算
に
『
地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付

金
』
が
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
交
付
金
に
は
、「
消
費
喚
起
・
生
活
支

援
型
事
業
」
と
「
地
方
創
生
先
行
型
事
業
」

の
２
つ
の
事
業
が
あ
り
、
本
市
に
お
き
ま
し

て
は
「
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
事
業
」
で

は
、
徳
島
県
お
よ
び
県
内
市
町
村
が
共
同
実

施
す
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」
と
、

本
市
独
自
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
あ
な
な
ん

商
品
券
」
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
２
つ
の
商
品
券
が
、
本
市
経
済
の
大
き
な

刺
激
策
と
な
る
よ
う
、
期
間
設
定
や
販
売
方

法
な
ど
、
関
係
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
工
夫
を
講
じ
、
実
施
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
方
創
生
先
行
型
事
業
」
で
は
、

本
市
が
平
成
27
年
度
に
策
定
す
る
総
合
戦
略

の
一
部
先
行
事
業
と
し
て
、「
総
合
戦
略
策

定
業
務
」、「
県
南
地
域
づ
く
り
キ
ャ
ン
パ
ス

事
業
」、「
四
国
の
右
下
、
若
者
創
生
事
業
」、

「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進
事
業
」、「
農
産
物

ス
ー
パ
ー
産
地
化
推
進
事
業
」、「
阿
南
地
域

糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業
」
の
６
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

例
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
促
進
事
業
」
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
等
希
望
者
の

就
業
支
援
に
よ
る
移
住
促
進
と
、
Ｕ
タ
ー
ン

等
人
材
の
活
用
に
よ
る
市
内
企
業
等
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
阿
南
市
東
京
事
務
所
に
Ｕ

タ
ー
ン
等
希
望
者
の
窓
口
と
な
る
「
人
材
バ

ン
ク
」
を
、
ふ
る
さ
と
振
興
課
に
は
全
国
に

門
戸
を
開
い
た
「
人
材
バ
ン
ク
」
を
設
置
し

ま
す
。
そ
し
て
、
３
月
５
日
に
締
結
し
ま
し

た
徳
島
労
働
局
と
の
雇
用
対
策
協
定
に
基
づ

き
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
南
に
設
置
さ
れ
る

「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
専
用
窓
口
」
に
本
市
の

「
人
材
バ
ン
ク
」
情
報
を
定
期
的
に
送
達
し

ま
す
。
一
方
で
、
商
工
会
議
所
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
Ｕ
タ
ー
ン
等
の
人
材
を
活
用
し

た
い
市
内
企
業
等
を
募
集
し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
阿
南
に
登
録
を
お
願
い
し
、
雇
用
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本

事
業
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
新
た
に
補

助
金
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
内
企
業
等
が
Ｕ
タ
ー
ン

等
の
市
外
在
住
者
を
新
た
に
雇
用
し
、
か

つ
、
そ
の
人
が
阿
南
市
に
転
入
し
た
場
合
、

50
万
円
を
限
度
と
し
て
１
年
間
に
要
し
た
雇

用
賃
金
の
20
％
相
当
額
を
補
助
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
奨
励
策
や
窓
口

設
置
に
加
え
、
東
京
お
よ
び
関
西
・
阿
南
ふ

る
さ
と
会
の
会
員
お
よ
び
企
業
の
皆
さ
ま
と

の
情
報
交
換
を
さ
ら
に
密
に
し
て
、
本
市
へ

の
移
住
を
促
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
農
産
物
ス
ー
パ
ー
産
地
化
推
進

事
業
」
で
は
、第
一
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
「
米
」

と
「
露
地
野
菜
」
の
ス
ー
パ
ー
産
地
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

米
の
ス
ー
パ
ー
産
地
化
で
は
、
米
の
規

格
・
品
質
向
上
を
促
し
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上

の
売
れ
る
米
作
り
と
し
て
、
早
期
米
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
の
概
要
は
、
現
在
、
徳
島
県
下
の
出
荷

規
格
で
は
１
・
８
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
統
一

さ
れ
て
い
る
選
別
機
の
網
目
を
、「
阿
波

美
人
」
は
１
・
85
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
、

「
プ
レ
ミ
ア
ム
阿
波
美
人
」
は
１
・
９
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
ほ
か
、
食
味
計

の
適
用
、
化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
の

低
減
な
ど
、
環
境
保
全
型
農
業
に
よ
り
ワ

ン
ラ
ン
ク
上
の
米
作
り
に
取
り
組
む
も
の

で
す
。
さ
ら
に
、
品
質
の
高
付
加
価
値
化

に
加
え
、
販
売
面
で
の
営
業
力
、
ブ
ラ
ン

ド
力
の
強
化
も
促
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
露
地
野
菜
の
ス
ー
パ
ー
産
地
化

で
は
、
生
産
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
て
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
た
め
、
本

市
の
産
地
戦
略
助
成
、
生
産
振
興
品
目
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
作
物（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

オ
ク
ラ
、
菜
の
花
、
キ
ャ
ベ
ツ
）
の
種
苗

購
入
に
対
す
る
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、

市
場
に
お
け
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
調
査
・

把
握
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
３
月
議
会
が
３
月
６
日
か
ら
26
日
ま
で
の
21
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、

市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

３
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨

部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文

を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議

会
会
議
録
は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

左
上
へ
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こ
の
よ
う
に
地
方
創
生
に
つ
い
て
は
一
部

先
行
し
ま
す
が
、
平
成
27
年
度
中
に
総
合
戦

略
を
策
定
し
た
う
え
で
平
成
28
年
度
か
ら
本

格
的
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
具
体
的
な

戦
略
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
本
年
秋
頃
ま

で
に
原
案
を
ま
と
め
上
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
「
住
み
た
い
、
住
み
や
す
い
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
市
政

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
わ

が
国
の
人
口
減
少
が
叫
ば
れ
る
中
、
自
治
体

消
滅
へ
の
懸
念
や
国
力
の
低
下
な
ど
、
将
来

に
対
す
る
不
安
要
素
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
本
市
に
あ
っ
て
は
、
今
般
の
地
方
創
生

の
取
組
を
機
に
、
市
民
お
一
人
お
ひ
と
り
と

「
ま
ち
の
創
生
へ
の
挑
戦
」
を
通
し
て
得
ら

れ
る
達
成
感
や
幸
福
感
な
ど
「
新
た
な
価

値
」
を
共
有
し
、
20
年
後
、
30
年
後
の
阿
南

市
に
お
い
て
も
「
住
み
た
い
、
住
み
や
す

い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
市
政
の
実
現
に
向
け
、
な
お
一
層
の
取

組
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
阿
南
市
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設

　

設
置
に
向
け
て
、
昨
年
７
月
か
ら
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
「
阿
南
市
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
、
４
月
１
日
に
市

役
所
内
に
開
設
し
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
の
市
町
村
で
の
設
置
は
、
県

内
で
２
番
目
、
四
国
で
３
番
目
と
な
り
、
市

民
に
も
っ
と
も
近
い
行
政
が
主
体
と
な
っ
て

Ｄ
Ｖ
相
談
や
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の
支
援
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
庁
内

に
支
援
セ
ン
タ
ー
を
置
く
こ
と
で
、
関
係
各

課
が
連
携
を
と
り
、
潜
在
化
し
た
Ｄ
Ｖ
被
害

者
の
早
期
発
見
と
適
切
な
助
言
や
対
応
を
迅

速
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
長
期
化
す

る
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
心
の
ケ
ア
に
も
き
め
細
か

な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
は
、
警
察
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
や
近
隣
自
治
体
と
の

連
絡
・
連
携
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
連

絡
体
制
を
強
化
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、

「
阿
南
・
那
賀
・
美
波
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
新
た
に
「
女
性
支
援

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、「
女
性
の
た
め
の
生
き
方

な
ん
で
も
相
談
」
な
ど
を
通
じ
て
、
潜
在
す

る
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
早
期
発
見
を
図
り
、
県
南

部
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
近

隣
自
治
体
と
の
連
携
を
密
に
し
て
被
害
者
支

援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。　

　

今
後
も
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
心
に
寄
り
添
う
支

援
を
め
ざ
し
、
阿
南
市
か
ら
「
あ
ら
ゆ
る
暴

力
の
根
絶
」
を
発
信
し
、
す
べ
て
の
人
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。生

物
多
様
性
の
保
全
と
活
用
　
　

　

去
る
２
月
21
日
、
ひ
ま
わ
り
会
館
に
お
い

て
第
２
回
生
物
多
様
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
未
来

へ
つ
な
ご
う
！
あ
な
ん
の
ご
っ
つ
い
自
然
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
３
人
の
専
門
家
に
よ
る
講
演
の

ほ
か
、「
希
少
種
や
固
有
種
な
ど
貴
重
な
生

物
が
確
認
さ
れ
る
」「
豊
か
な
自
然
が
残
さ

れ
て
い
る
」「
地
域
で
保
全
活
動
が
実
施
さ

れ
て
い
る
」
な
ど
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ

き
重
要
な
場
所
と
し
て
、
伊
島
、
蒲
生
田
、

太
龍
寺
近
辺
、
那
賀
川
・
桑
野
川
河
口
域
、

桑
野
川
上
流
、
出
島
野
鳥
園
の
計
６
カ
所
を

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。

講
演
の
な
か
で
特
に
来
場
者
を
驚
か
せ
た
の

は
、
東
邦
大
学 

長
谷
川
雅
美
教
授
の
研
究

発
表
で
、「
伊
島
に
は
本
州
で
見
ら
れ
る
８

種
類
の
ヘ
ビ
全
て
が
生
息
す
る
」「
伊
島
の

ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
屋
久
島
と
並
び
日
本
最
大
級

で
あ
る
」
な
ど
、
か
つ
て
陸
続
き
だ
っ
た
伊

島
に
取
り
残
さ
れ
た
り
漂
着
し
た
生
物
が
進

化
し
、
今
な
お
生
息
し
て
い
る
様
は
、
ま
さ

に
日
本
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
で
あ
る
と
明
言
さ
れ

た
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
類
ま
れ
な
生
態
系
は
、
離
島
と
い
う

限
ら
れ
た
環
境
の
な
か
で
、
人
が
住
む
こ
と

で
持
続
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か

ら
は
、
阿
南
高
専
と
の
新
た
な
連
携
事
業
と

し
て
、
公
表
し
た
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
中
か

ら
、
ま
ず
、
伊
島
に
焦
点
を
当
て
、
貴
重
な

生
物
多
様
性
を
保
全
・
活
用
す
る
た
め
の
具

体
策
を
地
域
の
人
た
ち
と
と
も
に
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
島
で
は
、
近
年
、
漁
業
を
継
ぐ

若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
り
人
口
が
増
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。
子
育
て
の
環
境
に
も
適
し
た
住

居
を
確
保
す
る
た
め
、
伊
島
若
者
定
住
促
進

住
宅
整
備
事
業
を
立
ち
上
げ
、
平
成
27
年
度

に
は
建
設
予
定
地
の
地
質
調
査
、
住
宅
の

実
施
設
計
お
よ
び
敷
地
造
成
工
事
を
行
う

予
定
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
の
な
か
で
人
々
が
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
生
物
多
様
性
を
軸
と

し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

備
え
た
避
難
対
策

　

市
内
14
公
民
館
に
防
災
倉
庫
の
設
置
と

折
り
畳
み
式
リ
ヤ
カ
ー
の
配
備
や
資
機
材

の
備
蓄
を
行
い
、
避
難
所
の
機
能
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
避
難
場
所
の
確

保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
震
・
津
波
災
害

対
策
と
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
着
手
し

ま
し
た
橘
地
区
・
那
賀
川
町
ゆ
た
か
野
地

区
・
津
乃
峰
地
区
の
防
災
公
園
が
、
平
成

27
年
度
内
に
す
べ
て
完
成
し
ま
す
と
、
市

内
の
避
難
収
容
可
能
人
数
を
新
た
に
約
７

千
人
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
富
岡
東

部
地
区
防
災
公
園
と
那
賀
川
町
工
地
地
区

に
お
い
て
、
避
難
施
設
の
計
画
に
取
り
組

み
ま
す
。
平
常
時
は
地
元
の
皆
さ
ま
に
憩

い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
か
つ
、
地
震

発
災
時
に
は
避
難
場
所
と
し
て
確
実
に
機

能
で
き
る
よ
う
に
、
地
元
の
皆
さ
ま
の
ご

要
望
を
織
り
込
み
な
が
ら
計
画
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

右
下
か
ら
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み
ん
な
で「
あ
な
な
ん
」を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ら
、き
っ
と
面
白
い
作
品
展
に
な
る
だ
ろ
う
…

光
の
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョン
プ
ラ
ザ
展
示
同
好
会
の
皆
さ
ん
に
出
品
を
呼
び
掛
け
、３
カ
月
の

製
作
期
間
を
経
て
、ハ
レ
の
日
を
迎
え
ま
す
。卓
越
し
た
技
術
と
豊
か
な
発
想
力
を
結
集

し
て
完
成
さ
せ
た
、世
界
で
ひ
と
つ
の「
あ
な
な
ん
」作
品
を
、と
く
と
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
！

み
ん
な
の
あ
な
な
ん

手
芸
愛
好
家
に
よ
る「
あ
な
な
ん
」を
テ
ー
マ
に
し
た
手
工
芸
展

絵
と
な
り
花
と
な
り

キ
ャ
ン
ド
ル
と
な
る

豊
か
な
感
性
と

発
想
力
を
結
集

伝
え
た
い
思
い
が

手
の
ぬ
く
も
り
が

阿南光のまちステーションプラザ

妙技と感性が光る手工
芸品がずらり。22のカ
テゴリーで、世界にひと
つだけの「あななん」を
デザインしてみました！

4/14 火 〜26日

阿南光のまちステーションプラザ
（観光案内所・物産館）
阿南市富岡町今福寺 40番地 17　JR阿南駅南隣
☎ 0884‐24‐3141（FAX兼用）
開館時間　10:00 〜 20:00
休館日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始

 
阿南光のまち

ステーションプラザ

◎市役所

バ
イ
パ
ス

桑野川

阿
南
駅

55

55

オープニングには
「あななん」も
駆けつけます！
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お

観

市

土産品や「あななん」グッズ・お菓子を多数取り揃えています！

光地や宿泊施設、開花状況、「あなん丼」提供店を無料で紹介

民が集う、光と芸術を体感できる展示・体験コーナーが人気！

阿南駅の近くで阿南のお土産が買える店があったら…。阿南市を訪れる
人々の声に応え、昨年７月に「物産館」がオープンしました。阿南市特
産のタケノコやシイタケ、ひじき、わかめの加工品をはじめ、銘菓や竹
人形など60種類を超える逸品を取り揃え、贈答品としての配送も行っ
ています。「あななん」グッズやお菓子も多数販売しています。

阿南市の観光振興と情報発信の拠点として、昨年７月に「観光案内所」
が開設されました。観光情報などを無料で検索できるパソコンを備え付
けているほか、観光パンフレットや店舗紹介、ガイドブックなど多数取
り揃えています。阿南市や近隣の観光地、グルメ、イベント情報などを
お知りになりたい方は、スタッフにお気軽にお尋ねください。

工房・鶴松庵で竹人形づくりが体験できます。阿南市竹人形伝承会の松
﨑	孝さんが、作り方を丁寧に教えてくれます。作品展示ギャラリーでは、
市民の皆さんによる写真や絵画、手芸などの個展やグループ展が開催さ
れています。２階の「ＬＥＤ情報館」には、昼間でもＬＥＤの光を楽し
むことができるＬＥＤオブジェなどを常時、展示しています。

見
に
来
て
ね
～
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絞り染めは、布を
縫ったりたたんだり、
ヒダを取って糸を巻
くか板で挟むなどし
て防染し、それに
よって模様を表現し
ます。「絞りあなな
ん」にチャレンジ！

萩野百合子さん

藍 染

アクリルガッシュ
を用いた平面画で
す。桜の季節、阿南
のとある場所を舞台
に、「あななん」の“青
春の一ページ”を描
きます。羽尻利門さん

水彩画
ニットはさまざまな
糸を編み上げたもの
です。「あななん」
のかわいらしさをイ
メージしたミニ雑貨
をフワフワ糸やキラ
キラ糸でハンドメイ
ドします。

湯浅加代さん

ニット

粉状のパステルをくるくると指で伸ば
しながら描く、パステル和アートのや
わらかい雰囲気をお楽しみください。

大西政己さん
岩佐明美さん
鎌田志保さん

パステルアート

色付きの和紙を使い、阿南市の名勝地
を訪れた「あななん」を表現しました。

四宮洋子さん
山口利子さん
田中成子さん
日下豊美さん
岡部鈴代さん
山本俊江さん

ちぎり絵

レザーを使っていろ
んな表情の「あなな
ん」を彫り、かわい
い小銭入れを作りま
す。また卓上手織り
機で「あななん」を
織り、手作りの額に
入れます。

阪井太加江さん

レザー

キュートな「あなな
ん」を平面と立体で
表現します。窯から
出てくるまで仕上が
りがわからないのが
陶芸です。わくわく
ドキドキです！藤枝典子さん

焼き物

一般的にお細工もの
を作ることが多い縮
緬（着物などに使わ
れているしぼのある
絹の布）を使い、「あ
ななん」を押し絵で
表現してみました。松﨑秀美さん

縮 緬（ちりめん）

「あななん」の太陽
のようなイメージか
ら、太陽のエネル
ギーを吸収したアロ
マのオレンジの香り
のする明るく元気が
出るキャンドルを作
りました。

山田未沙紀さん

アロマキャンドル

手工芸展「みんなのあななん」

ユニークな作品が展示ギャラリーに大集合！

4/14

26

火

日

in　 阿南光のまちステーションプラザ

見た～い！
はやく

かわいい元気いっぱ
いの「あななん」を
バッグに描きました。
（佐藤美恵子さん）

テラコッタの植木鉢
にアクリル絵の具で
「あななん」を描きま
した。（多田美香さん）

トールペイント

平成26年秋の阿南
市文化祭に徳島少年
少女合唱団がゲスト
出演し、「あななん」
の旗での演出と天使
の歌声を披露してく
れました。旗も展示
します。

松浦	孝さん

写 真
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赤ちゃんのスタイなどに「あななん」
をつけて、ひまわりのように明るくか
わいらしさを表現しました。

安宅智都代さん
三並和代さん

布

トンボ玉とは穴のあ
いたガラス玉のこと。
トンボの複眼に似て
いるためそう呼ばれ
ています。「あなな
ん」をトンボ玉の中
に楽しそうに咲かせ
ました。

小川さやさん

トンボ玉

けん玉、万華鏡、だ
るま落とし、竹とん
ぼ、うぐいす笛を「あ
ななん」にしてみま
した。既存のおも
ちゃを手直ししたり、
得意の竹で作ってみ
ました。

松﨑	孝さん

木

樹脂粘土はアイデア
次第でいろいろな作
品を作ることができ
ます。見てかわいい
と感じて、少しでも
心を和ませることが
できれば幸せです。大野菊美さん

樹脂粘土

阿南の特産品の竹
（五三竹）を使って、
公園のいろんな遊具
で楽しそうに遊んで
いる「あななん」を
作ってみました。あ
なたの好きな「あな
なん」は？

久積國人さん

竹人形

身近な素材のフェルトでスイーツ「あ
ななん」＆ランチバッグに「あななん」
をアップリケでハンドメイド！

大野潤子さん
長谷勝子さん
丸山英子さん　
山石貴代美さん

フェルト

消しゴムを彫って押
す。シンプルながら、
奥が深いのが消しゴ
ムはんこの魅力です。
「あななん」の素朴
なかわいさを表現で
きればいいなと思っ
ています！

木全美穂さん

消しゴムはんこ

パッチワークのタペ
ストリー（壁かけ）
「あななんとドライ
ブ」です。今日はと
ても良いお天気ね、
あななん。どこへ行
きたい？蒲生田岬な
んかどう？

吉田幸子さん

タペストリー

ガラス工芸は、大
まかにブロー、
コールド、バー
ナーワークに分け
られ、今回はコー
ルドワークの技法
で「あななん」を
表現してみます。

阿部俊江さん
近藤照子さん

ガラス工芸

光のまち阿南にちな
んで LED の球を並
べ、「あななん」の
姿を作ります。この
町で生まれた「あな
なん」が、黒いボー
ドの上でまぶしく明
るく光輝きます。

長尾祐香さん

LED

自然の中で元気に走
り回る「あななん」
を表現しました。
（野口通世さん）

いろいろな花を使っ
たものやキャンドル
と組み合わせたもの
など。お楽しみに。
（矢田益実さん）

プリザーブドフラワー

こんな作品を作ってみました！

36人の手芸愛好家が贈る春の特別企画展

どんな作品が

できているのか
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第２仮庁舎

第１仮庁舎分室

第１仮庁舎

富岡雨水ポンプ場

【仮門】（開門時間7:30〜22:00）
４月以降は富岡雨水ポンプ場前から
出入りしてください。

第１仮庁舎
東側駐車場
（郵便局西側）

第１仮庁舎
裏側駐車場
第２仮庁舎
前駐車場

新庁舎東側
駐車場・駐輪場

（ポンプ場裏）

各種手続きなど、窓口業務は第１・第２仮庁舎で行っています。

第１仮庁舎・分室
　１Ｆ　市民生活課、会計課、保険年金課（分室）
　　２Ｆ　税務課、納税課、行政情報課（分室）
　　　３Ｆ　野球のまち推進課

　　　　　第２仮庁舎
　　　　　　１Ｆ　介護・ながいき課
　　　　　　　２Ｆ　こども課・こども相談室

駐輪場

新庁舎東側駐車場

東玄関前にあります
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【阿南警察署駐車場】
市役所駐車場が満車の場合は、阿南警察署の
駐車場をご利用ください。

【市役所正門および西門】閉鎖します

３月28日 ㈯ か ら
ＡＴＭのご利用を
中止しています。

ATM利用中止

市役所進入口、駐車場
の位置が変わります。

旧庁舎の解体および新庁舎（低層部）の建設工事が始まることに伴い、４月１日から、市
役所正門、西門および旧庁舎前駐車場の使用ができなくなります。新庁舎への出入りは、庁舎

東側にある富岡雨水ポンプ場前のゲート（仮門）をご利用ください。また、駐車場は新庁舎（高層部）東
側、第１仮庁舎東側、第２仮庁舎前、阿南警察署の駐車場をご利用ください。ご不便をお掛けいたしますが、
ご理解とご協力をお願いします。なお、道路を横断するときは、必ず横断歩道を渡るようにしましょう。

問い合わせは　管財課（☎22ー3804）へ

４月から

【旧庁舎前駐車場】　駐車できません
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●シリーズ

豆 知 識

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト

　「
よ
り
速
く
、医
療
開
始
」

⑽

　

徳
島
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
場
外
離
着
陸
場

（
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
は
阿
南
市
内
各
所

に
あ
り
、
今
回
新
た
に
「
陸
上
自
衛
隊
徳
島
駐

屯
地
」
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
19
カ
所

に
な
り
ま
し
た
。

　

救
命
率
の
向
上
の
た
め
、
災
害
の
発
生
現
場

か
ら
で
き
る
だ
け
近
い
場
所
で
救
急
車
と
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
が
合
流
し
て
、
よ
り
速
く
医
師
の
治

療
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内

に
設
け
ら
れ
て
い
る
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

災
害
時
に
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
出
動
し
た
場
合
、
消
防
車

が
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
出
動
し
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
等
へ
の
散
水
や
広
報
活
動
な
ど
に
よ
る
安

全
確
保
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
消
防
職
員

の
指
示
に
従
い
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

離
着
陸
時
に
騒
音
や
砂
ぼ
こ
り
な
ど
で
、
ご

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
傷

病
者
の
救
護
の
た
め
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問	

消
防
本
部
（
☎
22

−

１
１
２
０
）
へ

▼阿南市消防本部管内ドクターヘリランデブーポイント位置図（平成27年3月1日現在）

ランデブーポイントの名称
（登録順）

❶ 伊島運動広場

❷ 横見那賀川河川敷

❸ 大野那賀川河川敷

❹ 阿南市民グラウンド

❺ 阿南中学校

❻ 阿南第一中学校

❼ 阿南第二中学校

❽ 加茂谷中学校

❾ かもだ岬温泉保養センター

� 阿南市消防署

� 持井橋河川敷

� Ｊパワー＆よんでんWaンダーランド

� 羽ノ浦町民グラウンド

� 阿南工業高校

� 新野高校

� 桑野川河川防災ステーション

� 阿南カントリークラブ

� 南部ふるさとふれあい運動公園

� 陸上自衛隊徳島駐屯地
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ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
以
下
、

Ｄ
Ｖ
）
が
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
を
指

す
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
で
も
自
分
に
は
全
く
か
か
わ

り
な
い
、
本
当
に
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か

と
感
じ
る
方
も
、
ま
だ
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

殴
る
、
け
る
な
ど
の
わ
か
り
や
す
い
身
体

的
暴
力
だ
け
が
Ｄ
Ｖ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｄ

Ｖ
と
は
「
支
配
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」。
相
手

を
痛
め
つ
け
て
言
う
こ
と
を
聞
か
せ
る
支
配

関
係
で
あ
り
、
身
体
的
暴
力
は
そ
の
手
法
の

ひ
と
つ
で
す
。
暴
言
や
脅
し
、
相
手
の
人
格

を
否
定
す
る
等
の
精
神
的
暴
力
、
望
ま
な
い

女
性
の
た
め
の
生
き
方
な
ん
で
も
相
談
相
談
員

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

河
野 

和
代 

さ
ん

性
行
為
の
強
要
な
ど
の
性
的
暴
力
、
お
金
を

渡
さ
な
い
、
借
金
を
繰
り
返
す
な
ど
の
経
済

的
暴
力
、
行
動
監
視
や
交
際
の
制
限
な
ど
の

社
会
的
暴
力
な
ど
、
身
体
的
暴
力
以
外
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
支
配
の
手
法
が
あ
る
と
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
相
談
の
な
か
で
Ｄ
Ｖ
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
見
て
、
初
め
て
自
分
が
Ｄ
Ｖ
被
害

者
だ
っ
た
と
気
づ
く
方
も
多
い
、
実
は
身
近

な
問
題
な
の
で
す
。
行
為
が
一
度
で
も
あ
れ

ば
Ｄ
Ｖ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
被
害
者
が

強
い
恐
怖
や
不
安
な
ど
で
自
ら
の
意
思
や
感

情
を
押
し
殺
さ
ざ
る
を
得
な
い
、
一
方
的
な

支
配
関
係
を
Ｄ
Ｖ
と
呼
び
ま
す
。

　

暴
力
か
ら
逃
れ
た
い
け
れ
ど
恐
怖
や
不
安

か
ら
身
動
き
が
取
れ
な
い
、
あ
る
い
は
暴
力

の
影
響
で
精
神
的
、
身
体
的
な
病
気
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
、
逃
げ
る
こ
と
そ
の
も
の
が
考

え
ら
れ
な
い
「
学
習
性
無
力
症
」
と
呼
ば
れ

る
状
況
に
も
陥
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
の
解
決
に
は
外
部
か
ら
の
介

入
が
不
可
欠
で
あ
り
、
児
童
虐
待
防
止
法
や

Ｄ
Ｖ
防
止
法
な
ど
２
０
０
０
年
前
後
の
法
整

備
に
よ
っ
て
、
家
族
の
人
権
侵
害
を
社
会
全

体
で
解
決
す
る
方
向
に
大
き
く
か
じ
が
切

ら
れ
ま
し
た
。「
女
性
の
た
め
の
生
き
方

な
ん
で
も
相
談
」
で
も
、
こ
れ
ま
で
数
多

く
の
Ｄ
Ｖ
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

背
景
に
は
根
強
い
性
差
別
が
あ
り
、
男

性
が
家
族
を
支
配
し
て
当
然
と
す
る
家
父

長
制
の
意
識
や
、
古
風
な
家
族
観
が
Ｄ
Ｖ

の
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
激

変
す
る
社
会
で
の
若
年
男
性
の
こ
こ
ろ
の

健
康
問
題
、
格
差
社
会
の
経
済
的
な
問
題

も
大
き
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ

は
結
婚
し
た
夫
婦
だ
け
に
起
き
る
の
で
は

な
く
、「
男
性
に
従
う
べ
き
」
と
す
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
規
範
か
ら
恋
愛
関
係
で
も
多
く

起
き
て
お
り
、
そ
れ
は
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
呼

ば
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
「
夫
婦
喧げ

ん

嘩か

は

犬
も
食
わ
な
い
」「
２
人
で
よ
く
話
し
合

っ
て
」
と
い
わ
れ
て
き
た
夫
婦
や
恋
人
同

士
の
も
め
事
が
、
実
は
Ｄ
Ｖ
で
あ
る
こ
と

も
多
い
の
で
す
。

　

暴
力
や
支
配
に
よ
る
被
害
者
の
心
身
の

ダ
メ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ｄ
Ｖ
家

庭
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
の
大
き

さ
も
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
は
被

害
者
や
子
ど
も
た
ち
が
暴
力
か
ら
安
全
に

逃
れ
る
た
め
に
、裁
判
所
が
保
護
命
令（
退

去
命
令
と
接
近
禁
止
命
令
）
を
出
し
て
、

行
政
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
昨
年
秋
に
阿
南
市
で
開
催
さ
れ
た

「
日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参
画
〉
２

０
１
３
あ
な
ん
」
で
は
、
Ｄ
Ｖ
を
テ
ー
マ

と
す
る
分
科
会
で
「
Ｄ
Ｖ
の
な
い
地
域
づ

く
り
〜
男
た
ち
の
挑
戦
〜
」
と
題
し
て
、

こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
男
性
自

身
が
Ｄ
Ｖ
を
よ
く
理
解
し
て
こ
れ
ま
で
と

は
違
う
家
族
関
係
の
な
か
で
幸
せ
に
暮
ら

す
こ
と
、
男
性
か
ら
男
性
へ
と
Ｄ
Ｖ
防
止

を
伝
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
Ｄ
Ｖ
の
な
い
地

域
作
り
を
め
ざ
そ
う
と
い
う
内
容
で
し
た
。

多
く
の
参
加
者
が
改
め
て
自
分
を
振
り
返

る
と
て
も
い
い
機
会
と
な
り
、
そ
こ
か
ら

「
紫
の
種
を
蒔
く
会
（purple seed ANAN

）」

と
い
う
市
民
活
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。
被

害
者
救
済
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
加
害
者

も
決
し
て
幸
せ
に
は
生
き
ら
れ
な
い
、
Ｄ

Ｖ
と
い
う
問
題
を
地
域
か
ら
な
く
す
運
動

で
す
。
Ｄ
Ｖ
は
殺
人
事
件
を
含
む
重
大
な

犯
罪
行
為
で
す
が
、
一
方
で
誰
も
が
陥
る

可
能
性
の
あ
る
歪ゆ

が

ん
だ
人
間
関
係
の
延
長

線
上
に
あ
り
ま
す
。
支
配
や
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
は
な
い
、
お
互
い
を
大
切
に
す
る
平

等
な
関
係
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
可
能
な

の
か
、
幸
せ
な
家
族
と
は
何
か
と
、
前
向

き
な
議
論
が
も
う
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、４
月
か
ら「
阿

南
市
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
新
し
く
開
設
さ
れ
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の

さ
ら
な
る
支
援
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
阿
南
市
が
Ｄ
Ｖ
の

な
い
地
域
作
り
へ
と
歩
み
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
を
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ

い
。

Ｄ
Ｖ
の
な
い

地
域
づ
く
り
に
向
け
て

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
人
権
に
対
す

る
思
い
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
⑽

問
い
合
わ
せ
は
　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ
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ニュースオアシス

49年の歴史に幕
感謝の気持ちを込め看板設置

住民の生活、福祉向上を担う市職員、市議会議
員の働く場として市の歴史とともに歩んできた市
役所庁舎が解体されることになり、市職員が感
謝の気持ちを込めて “49年間ありがとう” の看板
を設置しました。市役所庁舎は昭和40年４月10
日に着工し、総事業費２億6,500万円を投じて
昭和41年３月31日に完成。49年間の務めを終
え、平成27年３月27日に閉庁しました。

3/5

2/15
浜節句の復活をめざし
那賀川連合協が環境整備活動

那賀川地域の35傍示で組織する那賀川町連合
協議会の皆さんが、那賀川Ｂ＆Ｇグラウンドで環
境整備活動を行いました。かつて海辺で行われ
ていた浜節句を復活させようと２年前から取り組
んでおり、傍示の代表者など約70人が草刈りや
桜の木の手入れを行いました。同連合会代表の
角谷基喜さん（66歳）は、「地域の子どもを招い
て浜節句ができる日が楽しみ」と話していました。

旧庁舎を描き残そう！写生コンクール作品募集中（☞Ｐ12参照）

“ありがとう旧庁舎 ”記念撮影会のようす。およそ300人の職員がベランダから手を振り、お世話になった庁舎に別れを告げました。（３月６日）

羽尻利門	作
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全国唯一の学術団体・阿波学会による「総合学術
調査発表会」が文化会館で開催され、50人が専
門家の報告に耳を傾けました。阿南市での調査
は平成25年から２年間14分野で実施。今回発表
した８分野のうち、植物相班は、徳島県植物研
究会の木下覺さんが調査過程で確認した希少植
物を紹介し、伊島で世界初の新雑種イシマスゲ

（カヤツリグサ科）を発見したことを報告しました。

阿波学会による
２年間の調査結果を発表

3/8

阿南商工会議所創立50周年
政治評論家・有馬晴海さんが講演

阿南商工会議所の「創立50周年記念会員大会」
が夢ホールで開催され、400人が節目を祝いまし
た。政治評論家・有馬晴海さんが「なるか！日本
再生～今後のアベノミクスと地方創生～」をテー
マに記念講演を行い、他自治体の例を挙げなが
ら、「小さなアイデアが商店街に観光客を倍増さ
せる起爆剤になることもある。住民が知恵をしぼ
り、地域活性化につなげてほしい」と話しました。

2/26

“ 持続可能な社会の構築を目指して”　
富岡東中生が市の活性化策を提案

「持続可能な社会の構築を目指して～人と自然に
やさしい未来が輝く阿南市への提言～」を研究
主題に市の活性化策について調査・研究した富
岡東中学３年生による成果発表会が行われまし
た。生徒たちは13の研究テーマで班ごとに市役
所などに出向いて聞き取り調査を行い、課題解
決策を考察したりユニークなアイデアも出し合った
りして、まちの将来像について意見交換しました。

2/23

15地区400人の婦人会員が
運動会で親睦深める　

会員同士の親睦を深める「第5回阿南市婦人連
合会大運動会」が阿南市スポーツ総合センター
で行われ、15地区から400人が参加して、まり入
れやスプーンリレーなどで心地よい汗を流しまし
た。会長の紅露清惠さん（桑野町）は、「年々参
加者も増え、横のつながりも強くなっています。婦
人会に寄せられる地域の期待は大きく、今後も普
及・啓発に努めていきたい」と話していました。

3/1
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あなんカルチャー

開催日　５月３日㈷～５日㈷　
場所　文化会館　視聴覚室および研修室
出品資格　市内在住または出身者および本市と関係

の深い方で阿南市美術協会の会員
※小・中学生は出品することはできません。

作品規格　
日本画　６号から50号までで額装または表装
洋画　８号から50号までで額装  　
書道　聯落以下(表装または軸仕立て、縦横自由)
写真　半切から全紙まででフスマ張り
彫塑・工芸・デザイン　横 1.5 ｍ×縦 1.5 ｍまでで、

展示にふさわしいように仕
立てること。

※規格以外の作品は受付・展示はしません。
※額装にはガラスを用いないこと。（工芸の押し

花作品のみガラス可）
※アクリル板の使用は可（日本画はアクリル板も不可）

出品点数　１人につき１部門あたり２点まで　　
会費・出品料　美術協会年会費1,500円

（初めて出品される方と３年以上出品され
ていない方は、入会金 1,000 円が必要）
出品料は１点につき500円　

作品の受付・搬入　４月26日㈰　9:30～12:00
文化会館２階　研修室２
※この日以外は受付できません。

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	「阿南市美術展」　出品作品募集

伝統的な民謡に加え、ふるさとの唄や郷土芸能などで
日本の伝統音楽を再発見する番組です。観覧を希望さ
れる方は、次の要領でお申し込みください。くわしくは、
ＮＨＫ徳島放送局ホームページをご覧ください。入場
は無料です。
日程　５月10日㈰　18:30～20:00予定（開場17:30）
場所　市民会館
ゲスト　（唄）藤みち子、堀ひろみ　ほか
　　　　（三味線）二代目　藤本琇丈

藤本秀禎
　　　　（尺八・笛）米谷和修　　
　　　　　　（鳴物）荒井ふみ子

　　田辺三花
　　　　（はやし詞）新津幸子

新津美恵子
司会　城島　茂（TOKIO）
　　　近藤泰郎アナウンサー
観覧方法　郵便往復はがき（私製
を除く）に以下のとおり記入して、お申し込みくだ
さい。
【往信用裏面】①郵便番号②住所③名前④電話番号
【返信用表面】①郵便番号②住所③名前
【返信用裏面】抽選結果を印刷して返送しますので

何も書かないでください。
あて先　〒770-8544　ＮＨＫ徳島放送局
　　　　「民謡魂　ふるさとの唄」係
申込締切日　4月20日㈪　※必着
※応募多数の場合は抽選となります。抽選結果は、

４月28日㈫頃に返信用はがきでお知らせします。
入場整理券は、１枚で２人まで入場が可能です。

※未就学児の観覧はご遠慮ください。
※記入に不備があった場合は無効となります。
※インターネットオークションなどでの転売を目的とし

た申込みは固くお断りします。売買を目的とした申込
みであることが判明した場合は、抽選対象外とします。

※ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡に使
用させていただきます。なお、ＮＨＫでは受信料のお願い
や、番組・イベント案内に使わせていただくことがあります。
放送予定日  ５月31日㈰ 16:00～16:44（NHK総合）
問い合わせは　ＮＨＫ徳島放送局（☎ 088－626－5970）
※受付時間9:30～18:00　土・日・祝日を除く）または
文化振興課（☎22－1798）へ

■「民謡魂 ふるさとの唄」公開収録
　	観覧者募集

陽射しあふれる夢ホールのホワイエで
　　　土曜の午後のひと時を
　　　　　　音楽とお茶でおくつろぎください

日時　４月25日㈯
　　　14：00～14：45
場所　夢ホール（文化会館）
演目　長唄　松の翁
　　　　　　楠公
出演　唄　松永忠次郎
　　　　　稀音家四郎五郎
　　　三味線　松永和佐比路
　　　　　　　松永和佐瞳花
　　　　　　　松永和佐友路
入場料　500円（ワンドリンク付き）

仲良しチケット（２人以上：１人につき
400円）は、前売りのみの取り扱い。電話
予約できます。
※小学生以下は入場無料

販売場所　文化会館
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■	夢ホール　ホワイエコンサート
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セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

阿
波
農
村
舞
台
の
会
理
事
長

大
和	

武
生
さ
ん

浄
瑠
璃
に
つ
い
て

　

浄
瑠
璃
の
起
源
は
、
中
世
に
行
わ
れ
て

い
た
能の

う
　
が
く楽

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
能
楽
は
貴

族
、
上
級
階
級
の
娯
楽
で
あ
っ
た
が
、
庶

民
に
は
分
か
り
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
近
世
に
入
り
誰
に
で
も
分
か
る
娯
楽

と
し
て
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
が
発
達
し
た
。

　

浄
瑠
璃
は
15
世
紀
末
に
牛
若
丸
（
源　

義
経
）
と
浄
瑠
璃
姫
の
恋
物
語
と
し
て
語

ら
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、
人
形
を
使
っ
た

浄
瑠
璃
は
西
宮
神
社
が
信
者
の
獲
得
を
目

的
と
し
て
、
夷え

び
す

舞ま

わ
し
を
し
た
の
が
最
初

と
い
わ
れ
て
い
る
。
実
際
に
演
じ
て
い
た

の
は
、
神
社
の
庄
園
が
あ
っ
た
淡
路
島
の

人
々
で
、
淡
路
の
農
民
が
神
社
の
使
役
に

動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
関
係
す
る
。

阿
波
藩
に
お
け
る
人
形
浄
瑠
璃

　

江
戸
時
代
、
淡
路
島
は
阿
波
藩
の
領
地

で
あ
っ
た
が
、
領
主
の
蜂
須
賀
家
は
淡
路

島
の
人
た
ち
を
冷
遇
し
、
阿
波
本
藩
と
の

間
に
差
を
つ
け
て
支
配
す
る
こ
と
に
し

た
。
そ
こ
で
、
淡
路
島
に
は
「
道ど

う
　
く
ん
　
ぼ
う
　
ま
わ
り

薫
坊
廻

百ひ
ゃ
く

姓し
ょ
う

」
と
い
う
身
分
が
作
ら
れ
た
。
彼
ら

は
、
田
畑
を
耕
す
だ
け
で
は
生
活
し
て
い

け
な
い
の
で
、
人
形
浄
瑠
璃
を
演
じ
て
生

計
を
立
て
て
い
た
。
当
時
、
百
姓
は
生
ま

れ
た
土
地
を
簡
単
に
は
離
れ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
道
薫
坊
廻
百
姓
は
人
形

浄
瑠
璃
の
興
行
と
し
て
全
国
を
回
る
こ
と

が
許
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
東
北
の
一
部

を
除
く
全
国
に
人
形
浄
瑠
璃
が
広
が
り
、

庶
民
の
娯
楽
と
し
て
楽
し
ま
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

阿
波
藩
で
は
、
農
村
舞
台
で
人
形
浄
瑠

璃
が
盛
ん
に
演
じ
ら
れ
た
。
現
在
、
全
国

に
は
１
３
３
８
棟
の
農
村
舞
台
が
存
在
す

る
が
、
そ
の
内
歌
舞
伎
用
が
１
１
２
２

棟
、
人
形
舞
台
用
が
２
１
６
棟
あ
る
。
阿

波
藩
に
は
、
２
１
０
棟
の
農
村
舞
台
が
あ

る
が
、
歌
舞
伎
用
が
１
棟
に
対
し
、
人
形

浄
瑠
璃
用
の
舞
台
は
２
０
９
棟
と
な
っ
て

お
り
、
人
形
用
の
農
村
舞
台
の
実
に
97
％

が
集
中
し
て
い
る
。
特
に
、
勝
浦
・
那
賀

（
阿
南
市
に
編
成
替
え
を
含
む
）・
海
部
郡

と
い
っ
た
県
南
地
域
に
多
く
、
神
へ
の
奉

納
と
し
て
自
分
た
ち
で
人
形
浄
瑠
璃
を
演

じ
て
い
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

人
形
浄
瑠
璃
の
歴
史
的
役
割

　

人
形
浄
瑠
璃
は
単
に
娯
楽
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
封
建
的
な
思
想
や
当
時
の
道

徳
を
庶
民
に
普
及
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し

た
。
実
際
に
浄
瑠
璃
に
使
用
さ
れ
て
い
る

人
形
を
見
る
と
、
若
い
男
性
は
目
も
口
も

動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
黙

っ
て
年
長
者
に
従
え
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
。
そ
の
他
、
お
ば
あ
さ
ん
の
頭か

し
ら

は
家

庭
内
を
支
配
す
る
奥
深
さ
を
表
し
て
い
る
。

演
じ
る
題
材
だ
け
で
な
く
、
人
形
の
形
状

に
も
工
夫
が
施
さ
れ
、
娯
楽
の
う
ち
に
封

建
道
徳
を
説
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

江
戸
時
代
も
後
半
に
入
る
と
、『
曽
根

崎
心
中
』
な
ど
の
世
話
物
が
大
流
行
し
、

「
庶
民
」
と
い
う
対
象
が
初
め
て
演
題
と

な
っ
た
。
そ
れ
は
、
庶
民
に
自
ら
の
日
常

生
活
を
見
つ
め
る
こ
と
を
習
慣
づ
け
、
芸

能
を
多
様
に
進
化
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
明

治
時
代
に
な
る
と
、
人
形
浄
瑠
璃
は
職
業

と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
に
な
り
、
頭
を
作

る
人
形
師
と
も
ど
も
、
全
盛
期
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
。

阿
波
人
形
浄じ

ょ
う

瑠る

璃り

と
農
村
舞
台

第
９
回 阿

南
市
文
化
財
講
座

平成26年度

皆
既
月
食
観
望
会
（
無
料
）

　

今
回
は
、
皆
既
に
な
る
時
間
が
非
常
に
短

い
た
め
、
８
台
の
小
型
望
遠
鏡
を
使
用
し
て

観
望
し
ま
す
。
次
回
、
日
本
で
皆
既
月
食
が

見
ら
れ
る
の
は
、
３
年
後
の
２
０
１
８
年
で
す
。

日
時　
４
月
４
日
㈯　

午
後
７
時
〜
10
時

※
皆
既
は
午
後
８
時
54
分
頃
〜

場
所　
天
文
館
２
階　

観
望
デ
ッ
キ

参
加
方
法　
当
日
、
実
施
時
間
内
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

阿
南
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

平
成
27
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

科
学
工
作
を
中
心
に
、
年
間
12
回
程
度
の

活
動
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
の
小
学
４
年
生
以
上

定
員　
30
人
（
希
望
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

年
会
費　
２
０
０
０
円
（
工
作
材
料
費
）

入
会
方
法　
４
月
中
旬
に
各
学
校
を
通
じ
て

配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

４
月
の
休
館
日

６
日
㈪
、
13
日
㈪
、
20
日
㈪
、
27
日
㈪

人
形
浄
瑠
璃
頭

新
野
町
中
村
園
太
夫
座
所
有
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返
り
も
発
生
し
な
い
。
そ
れ
な
の

に
悲
し
い
か
な
、
周
り
か
ら
単
な

る
社
交
場
で
あ
る
と
の
誤
解
も
受

け
や
す
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ス
ト

ロ
ー
の
穴
か
ら
広
く
世
界
を
見
つ

め
る
よ
う
に
想
像
力
を
働
か
せ
、

自
ら
の
活
動
に
対
す
る
〝
誇
り
〟

と
〝
お
こ
が
ま
し
さ
〟
の
両
面
を

忘
れ
ず
、
ま
ち
に
溶
け
込
む
組
織

と
私
自
身
で
あ
り
た
い
。

　

と
、
何
だ
か
堅
苦
し
い
物
言
い

だ
が
、
追
求
し
た
い
こ
と
の
核
心

は
〝
楽
し
さ
〟
と
〝
面
白
さ
〟
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

サ
ラ
リ
ー
の
発

生
し
な
い
こ
の

活
動
に
多
く
の

仲
間
が
集
い
、

課
題
へ
と
挑
む

原
動
力
と
し
て

こ
の
２
つ
が
存

在
す
る
。

　

10
代
の
頃
に
頭
を
悩
ま
せ
た

「
生
き
る
こ
と
の
意
味
」
を
意
識

し
な
く
な
っ
て
ど
れ
く
ら
い
経
つ

だ
ろ
う
。
再
び
自
分
の
根
っ
こ
に

向
き
合
い
、「
学
校
で
も
職
場
で
も

教
え
て
く
れ
な
い
こ
と
」
を
理
事

長
と
い
う
役
職
を
通
じ
て
得
る
学

校
生
活
も
今
年
で
最
後
と
な
っ
た
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
前
川
達
哉

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会
選

短
　
歌

青
木
新
太
郎

安
楽
死
な
り
し
と
聞
き
て
救
は
る
る
互
い
に
八
十
路

半
ば
の
わ
れ
ら

　
　
　
　
　
　

森　
　

歌
子

青
空
に
黄
金
の
穂
波
を
立
た
せ
つ
つ
風
は
か
す
か
に

秋
の
香
を
持
つ

　
　
　
　
　
　

松
島　

博
子

朝
顔
が
今
朝
は
六
つ
と
夫
の
呼
ぶ
そ
ん
な
日
常
今
よ

り
始
ま
る

　
　
　
　
　
　

西
條　

悦
子

傘
に
聞
く
雨
音
柔
し
初
秋
の
山
の
向
こ
う
に
薄
日
さ

し
お
り

　
　
　
　
　
　

賀
上　

花
子

鈴
虫
の
鳴
く
が
に
風
鈴
南
部
鉄
は
る
け
し
旅
の
甦

よ
み
が
え

り

来
る

　
　
　
　
　
　

吉
永
賀
代
子

年
金
と
不
透
明
な
る
曇
り
空
保
証
な
き
日
を
自
転
す

る
も
の

　
　
　
　
　
　

宮
崎
喜
美
子

繁
茂
す
る
草
の
中
よ
り
露
草
が
過
保
護
な
人
間
涼
し

く
見
て
る

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

鳥
海　

勇
二

水
温
む
空
の
青
さ
を
映
し
け
り

　

考
え
方
と
伝
え
方
を
磨
き
、
人

と
深
く
関
わ
り
合
う
こ
と
か
ら
逃

げ
ず
、
自
ら
の
意
思
で
人
生
を
切

り
拓ひ

ら

い
て
い
く
〝
自
由
〟
を
手
に

入
れ
る
場
所
。

　

今
年
で
発
足

か
ら
49
年
目
を

迎
え
る
阿
南
Ｊ

Ｃ
（
青
年
会
議

所
）
は
、
自
分

の
住
む
地
域
の

豊
か
さ
と
は
何

か
を
追
求
し
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
行
動
に
移
す
こ
と
で
、
結
果
と

し
て
自
己
成
長
や
人
脈
形
成
に
つ

な
げ
よ
う
と
す
る
40
歳
ま
で
の
男

女
が
集
う
。
経
営
者
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
政
治
家
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
す
る
若
者
が
会
し
、

議
論
と
行
動
を
共
に
す
る
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、平
た
く（
大

そ
う
に
）
言
え
ば
「
ま
ち
づ
く
り
」

だ
が
、
誰
か
ら
頼
ま
れ
た
も
の
で

も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
直
接
的
な
見

　
　

鶴
羽　

竹
子

田
も
畑
も
水
の
流
れ
も
春
め
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

数
藤　

君
子

老
い
た
れ
ば
な
ほ
身
綺
麗
に
寒
の
紅

　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
て
る
み

水
仙
や
白
一
色
の
崖
を
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　

長
田　

千
津

地
球
自
転
後
戻
り
せ
し
春
の
寒

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

絹
代

出
迎
え
は
梅
一
輪
と
鳥
の
声

車
田
マ
サ
子

接
待
の
火
鉢
出
さ
る
る
札
所
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
ゆ
り
子

餌
咥く

わ

え
子
に
運
ぶ
犬
春
寒
し

樫
原
さ
つ
き

頬
染
め
て
歌
う
新
年
セ
ニ
ヤ
会

金
本
ひ
ろ
み

蠟ろ
う

梅ば
い

の
香
を
誉
め
て
よ
り
あ
い
さ
つ
を

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

 

橋
本　

征
介

爺
ち
ゃ
ん
と
孫
の
背
丈
は
反
比
例

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

福
笑

三
度
ま
で
許
し
て
く
れ
る
仏
顔

　
　
　
　
　
　
　
　

西
田　

修
身

ご
馳
走
は
な
い
け
ど
君
が
側
に
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
つ
た
え

ひ
と
声
で
こ
こ
ろ
閉
じ
た
り
開
い
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

生
き
て
き
た
証
を
つ
づ
る
重
い
ペ
ン

487

市
民
文
芸

青
年
会
議
所
と
い
う

学
び
舎

富岡町
表原 立磨さん
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問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
	 2日㈭ 上 中 分 館 前 14:30〜15:00

長 生 公 民 館 前 15:30〜16:00
	 8日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00〜15:30
	 9日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00〜14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30〜16:00

10日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00〜14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00〜15:30

16日㈭ 山 口 分 館 前 14:00〜14:30
大 潟 分 館 前 15:00〜15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
17日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30〜11:00

中央病院阿南荘前 13:30〜14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00〜15:30

23日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00〜14:30
橘 団 地 前 15:00〜15:30
福 井 公 民 館 前 16:00〜16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

４月の巡回日程

阿南市立図書館だより
４月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ◆ ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◆…阿波公方の苑美化作業

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　11日㈯　８：30～10：00
　※雨天の場合は19日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00  

Let’s enjoy

■利用者カードをつくるには…
阿南市内にお住まい・お勤め・通学されている方ならど
なたでもつくれます。図書館で利用者カード登録申込み
をしてください。

■利用者カードの有効期限および更新とは…
登録内容（氏名・住所・電話番号など）に変更がないか
を確認させていただくために必要な手続きです。利用者
カードの有効期限は、登録日または前回更新日から３年
間です。更新の必要がある方には、期限が切れる３カ月
前からカウンターでお知らせしています。更新手続き後
は、今お持ちのカードが引き続き使えます。

■利用者カードの登録・更新に必要なものは…
住所が確認できるものが必要です。（運転免許証・健康
保険証・生徒手帳など）　
※阿南市内にお住まいでない方は、上記のほか在勤・在
学を確認できるものをお持ちください。　

としょかんライフ

持っていますか？利用者カード
利用者カードは３館共通です！

29　広報あ な ん 2015.4



市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

平成27年度

JICAボランティアの募集
応募資格　５月11日現在で、①満20〜39
歳②満40〜69歳　※日本国籍を持つ方
募集内容
①青年海外協力隊
②シニア海外ボランティア
申込締切日　５月11日㈪（消印有効）
応募書類設置場所　徳島県国際交流協会、
市役所、JICA四国（高松市）
TOEIC＆説明会

▼４月４日㈯　13:30〜17:00
シネマ＆説明会

▼４月19日㈰　13:30〜17:00
説明会場所　徳島県国際交流協会

（クレメントプラザ６階）
問 JICA徳島デスク（☎088－656－3303）へ

平成27年度
徳島県母子家庭等就業・自立
支援センター就業支援講習会 
対象　母子家庭の母、父子家庭の父および

寡婦で、就業と自立に意欲のある方
科目・日時　

▼パソコン講習（昼間）　ワード検定
５月11日〜６月３日（月・水・金11日間）
9:00〜16:00／締切日　４月30日㈭

▼パソコン講習（夜間）
ワード・エクセル検定
６月３日〜７月31日（火・水・金24日間）
18:30 〜 21:00 ／締切日　５月22日㈮
場所　徳島県立総合福祉センターほか
受講料　無料（テキスト代等は必要）
申込方法　所定の申込書に必要事項を記入

のうえ、印鑑を持って本人がお
申し込みください。

問（公財）徳島県母子寡婦福祉連合会
仁木（☎088－654－7418）へ

阿南法人会主催
医学ジャーナリストの
松井宏夫さん

「健康セミナー」
『たけしの健康エンターテイメント！みんな
の家庭の医学』等に出演の松井宏夫さんを
お招きし、がん治療の基礎知識から最先端
医療技術についてのセミナーを開催します。
日時　４月10日㈮　13:30〜15:00
場所　ロイヤルガーデンホテル（富岡町）
演題　「最先端医療の現状」
　　　〜ここまで進んだがん治療〜
定員　100人　　入場料　無料
申込締切日　４月３日㈮
問 公益社団法人阿南法人会
　	（☎23－1055）へ

羽ノ浦町
岩脇公園
桜まつり
日時　４月５日㈰　9:30〜
場所　羽ノ浦桜づつみ公園
内容　阿波踊り、岩脇小学校金管バンド演

奏、どんど鼓、明現神社祭ばやし、
阿波ぞめき渦の会三味線流し、フラ
ダンス、農産物、花の販売、徳島新
聞記念誌サービス、フリーマーケッ
ト、おもちの配布、貸しボート、各
種団体の模擬店、野店ほか

ライトアップ　4月12日㈰まで
問 羽ノ浦町岩脇公園桜まつり保存会
　	亥本（☎44－2632）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　４月11日㈯　9:00〜12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）
土・日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

春休みバウンドテニス教室
参加者募集
日時　４月１日㈬、３日㈮　10:00〜12:00
場所　スポーツ総合センター（サブアリーナ）
　　　※申込不要
対象　小学生以上の方ならどなたでも
　　　※小学 3年生以下は保護者同伴
参加費　1回につき 100円（保険料）
持参物　体育館シューズ、飲み物、タオル
問 阿南市バウンドテニス協会事務局
　	戸井（☎49－1785）へ

第27回
阿南の加茂谷鯉まつり
開催期間　４月20日㈪〜５月９日㈯
イベント　５月４日㈷　10:00〜（雨天順延）
場所　深瀬町河川敷（中央橋通行止め）

手作りこいのぼりコンテスト作品大募集！
イベント時に手作りこいのぼりコンテスト
を開催します。あなたの作ったこいのぼり
を会場で泳がせてみませんか。入賞者には
景品を贈呈します。
出品規定　大きさは８m以内で風雨に強い
素材を使用すること。
応募方法　４月30日㈭までに電話でお申
し込みください。※作品は返却しません。

五月人形の募集！
鯉まつりに併せて五月人形展を開催します。
ご家庭に眠っている五月人形をお寄せくだ
さい。
人形の供養
日時　４月19日㈰　9:30〜
場所　深瀬町八幡神社境内
供養料　5,000円
募集期間　４月16日㈭まで

問 加茂谷鯉まつり実行委員会
　	（加茂谷公民館内☎25－0113）へ

若者ＵＰプロジェクト
就職に繋がるパソコン講座
日本マイクロソフト㈱と協働し、最新のパ
ソコンでワードの基本操作を学びます。事
前にご予約ください。
日時　４月21日㈫、22日㈬
　　　13:00〜16:00
場所　富岡町玉塚21番地里美ビル１階
　　　（南部ライフサポートセンター隣）
対象　義務教育終了後、15歳〜39歳まで

の無業の方
　　　※学生はご遠慮ください。
定員　各５人　受講料　無料　
申込締切日　４月20日㈪

若者の就労相談会 （予約制）

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　毎週木・金の10:00〜16:00
場所　富岡町玉塚21番地里美ビル１階
　　　（南部ライフサポートセンター隣）

問 とくしま地域若者サポートステーション
　	（☎088－602－0553）へ

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集
募集訓練科　溶接加工科（６カ月）
訓練期間　６月１日㈪〜11月30日㈪
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし
ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　４月１日㈭〜５月12日㈫
問 ポリテクセンター徳島
　	（☎088－654－5102）へ
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。６月号の締め切りは４月28日㈫です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

顧客満足度を向上させる
ビジネスマナー徹底トレーニング 
日時　４月14日㈫　10:00〜16:30
場所　商工業振興センター（阿南駅東隣）
講師　アソシエイト・ゆう
　　　代表　大仲希美子さん
参加費　会議所会員　　3,000円
　　　　　　　会員外　6,000円
※テキスト代、昼食代（消費税込）
定員　先着40人
申込締切日　４月７日㈫
問 阿南商工会議所	（☎22－2301）へ

球場へ行こう！　４月
ＪＡアグリあなんスタジアム

○第８回西日本生涯還暦野球大会
18日㈯、19日㈰
市内市民球場、那賀町・美波町の各球場で
同時開催
○四国アイランドリーグｐlus
12日㈰　13:00〜　徳島	対	高知
17日㈮　18:00〜　徳島	対	愛媛

問 野球のまち推進課（☎22－1297）へ

親子茶道教室
日時　４月５日㈰　9:00〜12:00
※毎月第１日曜日に実施しています。
場所　夢ホール　和室
参加費　500円
問 伊勢田宗鶴（☎090－7628－1032）へ

高校生のための英語活動ひろば
ＡＣＥ（エース）

設立２年。今後も英語が通じる喜びを高校
生に、地元で地域貢献できる場をＡＬＴに
提供していきます。「授業で習った英語を
実際に使ってみたい」と思っている人は、
迷わず参加してくださいね！
日時　4月26日㈰　14:00〜16:00
　　　（２カ月に１回活動しています）
場所　富岡公民館１階　図書室
対象　高校生　　参加費　無料
問 英語活動ひろばACE事務局
　	土井（☎23－5875）へ　※19時以降

阿南消費者協会会員募集
賢く学び、そして楽しむ会です。
あなたの入会をお待ちしています。
活動内容　市長との研修会および新年会
（１月）、消費者のつどい、１日研修旅行、
悪質商法などの勉強会、研修部会（花と野
菜教室・手芸教室・墨絵教室・民踊教室・
料理教室・調査研究部）
年会費　1,200 円
問 阿南消費者協会（☎23－0194※毎週金
曜日9:00〜12:00）または、

　	田中（☎090－9552－8080）へ

富岡さくら祭り
恋人の聖地で春のひとときを過ごしません
か。夜桜も楽しめます。
日時　４月４日㈯　15:00〜17:00（予定）
　　　※雨天の場合は中止
場所　牛岐城趾公園（富岡町）
内容　お抹茶とお菓子のお接待、お箏演奏、

吹奏楽演奏、阿波踊り、ストリート
ダンスなど

問 富岡商店街協同組合（☎22－1684）へ

在住外国人のための日本語教室 
日時　４月５日〜９月12日の毎週日曜日
　　　10:00〜12:00
場所　富岡公民館　講師　三好晴子さん
参加費　1,000円（半期20回分）
教材　「みんなの日本語Ⅰ・みんなの日本

語Ⅱ」（各￥2,700消費税込）
申込方法　電話または電子メールでお申し
込みください。
問 市国際交流協会（☎44－6652）へ
E‐mail：himawari_aia_2012@yahoo.co.jp

平成27年度
国家公務員採用試験（４月受付分）

問 人事院四国事務局第二課試験係
（☎087－831－4765）へ

試　験　名 受付期限 第１次
試験日

▼院卒者試験、大卒程度試験

総合職 院卒者 インターネット
8日㈬ 5/24㈰大卒程度

一般職（大卒程度） インターネット
20日㈪ 6/14㈰

専門職

航空管制官

インターネット
13日㈪ 6/7㈰

法務省専門職員
（人間科学）
国税専門官
労働基準監督官
財務専門官
皇宮護衛官
（大卒程度試験）
食品衛生監視員

▼高卒者試験

海上保安学校学生（特別）
インターネット

8日㈬
郵送または持参

3日㈮
5/17㈰

合気道教室練習生募集 
合気道を学びながら日本武道の礼儀や心を
養ってみませんか。子どもたちの強く、優
しく、たくましい心と身体の育成を願って
教室を開いています。
対象　5〜15歳
稽古日時　毎週金曜日　19:00〜20:00
場所　武道館（大潟町）
受講料　月額2,000円
※別途入会金2,000円が必要です。
問 合気道敷島塾阿南道場　川越
　	（☎49－4077）へ

法廷見学会 
徳島地方裁判所では、裁判員裁判５周年企
画として、事件傍聴と裁判手続の開設をセ
ットで行う「法廷見学会」の申込みを受け
付けています。
日時　４月24日㈮、５月22日㈮の
　　　13:30〜15:00
場所　徳島地方裁判所
内容　刑事裁判傍聴（40〜60分程度）、

裁判手続、裁判員制度の説明および
質疑応答（10分程度）、裁判官への
質問コーナー（10分）、法廷内見学

定員　30人
申込方法　１週間前までに電話または、フ

ァクシミリでお申し込みくださ
い。

問 徳島地方裁判所	総務課庶務係
（☎088‐603‐0111・FAX088‐622‐3441）へ

春のファミリーデイキャンプ

４月「家族ではじめてのアウトドア !」
カレーライスやホイル焼き、クラフト作り
など、内容は盛りだくさん！
日時　４月19日㈰、26日㈰10:00〜15:00
場所　ＹＭＣＡ阿南国際海洋センター
定員　各日20家族程度
参加費　中学生以上　2,000円、
　　　　小学生・幼児　1,000円
申込方法　電話でお申し込みください。
服装　野外での活動が中心です。十分な防
寒、動きやすい服装でお越しください。
問 ＹＭＣＡ阿南国際海洋センター
　	（☎33－1221）へ
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健康いきいき情報
 献血にご協力ください（４月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

	 8日(水)
フ ジ グ ラ ン 阿 南 領 家 町 10：00〜13：30

阿南市環境管理事務所 富 岡 町 15：15〜16：15

24日㈮
四国電力㈱阿南営業所 富 岡 町 12：20〜13：30

新日本電工㈱徳島工場 橘 町 14：20〜16：00

問	徳島県赤十字血液センター（☎088－631－3200）へ
※ 400ml 献血のみの実施です。

健康講演会
日時　４月26日㈰　13:00〜15:00
場所　ひまわり会館 2階　
　　　ふれあいホール
司会　徳島大学病院　地域脳神経外科診療

部　影治照喜さん
講師　徳島大学脳神経外科　
　　　牟礼英生さん、多田恵曜さん
内容　「あなたの知らない脳神経外科

〜脳神経外科医が診るパーキンソン
病・てんかん・頸椎症〜（仮）」

参加費　無料（申込み不要）
※講演会後、個別相談を受け付けます。
問	保健センター（☎22－1590）へ

平成17年度から「生き生き市民の元気になるなるウオーキング」をキャッチフレーズに、
阿南健康完歩マップと積立貯筋通帳を配布して、体力づくりと健康維持を呼びかけていま
す。
●阿南健康完歩マップ
市内に設定された16カ所のウオーキングコース（1コース10km）や、初心者でも安心し
て歩けるよう、コース周辺にあるトイレや休憩所の位置などを紹介。
●積立貯筋通帳
各コースを完歩するごとにスタンプを１回押し、120スタンプためて満期になると健康増
進の認定証と記念品が贈られます。（※あなん健康増進ロードは２巡で１スタンプ）満期
の総距離は、四国88カ所を徒歩で巡った距離（約1,200㎞）と同じです。
●通帳、マップ、スタンプ設置場所　各公民館、住民センター、保健センター

問	保健センター（☎22－1590）へ

阿南健康完歩マップ・積立貯筋通帳の活用を！

かもだ岬温泉保養センター

問 かもだ岬温泉保養センター
　（☎ 21－ 3030）へ

【４月の休館日】
６日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪

平成27年度予防接種のお知らせ
予 防 接 種 名 対　　　象　　　者 接種場所

Ｈｉｂ感染症
生後２カ月から生後60カ月（５歳）に至るまでの間にある方

委
託
医
療
機
関
　
※
詳
細
は
阿
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

小児の肺炎球菌感染症

ＢＣＧ 生後３カ月から生後１年に至るまでの間にある方

三種混合・四種混合 第 1期 生後３カ月から生後90カ月（７歳半）に至るまでの間にある方

不活化ポリオ 生後３カ月から生後90カ月（７歳半）に至るまでの間にある方

水痘（水ぼうそう） 生後12カ月から生後36カ月（３歳）に至るまでの間にある方

MR（麻しん風しん混合）
第 1期 生後12カ月から生後24カ月に至るまでの間にある方

第 2期 平成21年4月2日から平成22年4月1日生まれの方
（いわゆる年長児に相当）　※平成28年３月31日まで

日本脳炎

第 1期 生後６カ月から生後90カ月に至るまでの間にある方
（３歳を迎える月の下旬に通知しています）

第 2期 ９歳以上の方

特　例
対象者

平成7年4月2日から平成19年４月１日生まれの方は
１期、２期共に20歳まで接種できます

ジフテリア・破傷風二種混合（DT） 第 2期 11歳以上13歳未満の方（小学６年生に通知しています）

ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん予防ワクチン）

小学校６年生から高校１年生相当の女子
※平成25年６月から積極的な接種勧奨を差し控えています

※三種混合、不活化ポリオ、四種混合予防接種は❶三種混合と不活化ポリオ❷四種混合のどちらかでの接種となります。
　	ただし、四種混合への切り替えに伴い、原則四種混合による接種を勧めています。
※転入および予診票を紛失された方は、再交付しますので、母子健康手帳をお持ちのうえ、保健センターへお越しください。
問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ
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４月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

	 9日㈭　はじめまして　よろしくね
16日㈭　親子で作ろう　こいのぼり
23日㈭　助産師による育児相談
30日㈭　お誕生会

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日	 8:30～12:00
	 14:00～15:30

14日㈫　おはなしいっぱい
16日㈭　子育て講座
21日㈫　みんなで遊ぼう
28日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　	 平日	 9:00～14:00

14日㈫　おはなしのポケット
21日㈫　みんなで遊ぼう
28日㈫　お誕生会

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター	 平日	 9:00～14:00

10日㈮　一緒に遊ぼう
14日㈫　手遊び・歌遊び
17日㈮　おはなしを聞こう
21日㈫　作って遊ぼう
24日㈮　うたって遊ぼう
28日㈫　お誕生会

みんなのひろば ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日	9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

	 2日㈭　英語で遊ぼう				
	 3日㈮　高齢者とのふれあい会（要予約）
13日㈪　健康相談・発育計測
15日㈬　ミュージックケア幼児（要予約）
16日㈭　お誕生会
20日㈪　ミュージックケア乳児（要予約）
　　　　	発育計測
22日㈬　ようこそおひさまひろばのつどい
23日㈭　臨時休園
24日㈮　おはなしコロリン
27日㈪　こいのぼり製作

※行事によっては有料・申込み制となりま
す。くわしくはお問い合わせください。

問 那賀川子育て家庭支援センター
	　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 平日 9:00 〜 16:00

ファミリー・サポート・センターでは、子
育て援助を受けたい人（依頼会員）と応援
する人（提供会員）が会員となって有償で
子育て支援事業を行っており、その依頼会
員、提供会員を募集しています。登録は無
料で、年中無休で支援活動を行っています。
提供会員には保育講習会の受講が義務付け
られています。（依頼会員も受講できます）
阿南会場での保育講習会は、６月にひまわ
り会館で開催する予定です。子育てに関す
るお得な情報も発信していますので、ご活
用ください。

【子育て援助の内容】
・幼稚園、保育所等の送り迎え
・保護者等の外出の場合の預かり
・保護者等のリフレッシュの援助
・休園、休校時の援助　など
※お困りの時は相談に応じます。

【援助依頼】
　アドバイザーを通じて提供会員を紹介
【報酬の支払い】
依頼会員が提供会員に支払う報酬
月〜金　7:00〜21:00　700円/時間
土・日・祝日・年末年始および上記以外
の時間帯　800円/時間
※２人目からは半額

【登録に必要なもの】
　・保護者の顔写真2枚（3.5㎝×2.5㎝）
　・印鑑
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　	（☎24－5550）へ
富岡町今福時40番地17（阿南駅南隣）
阿南市社会福祉会館２階

阿南ファミリーサポートセンター
会員募集中！

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30〜11:30
日程　	 8日㈬　桑野公民館
　　　15日㈬　加茂谷公民館
　　　22日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは

３日㈮、7日㈫、10日㈮、14日㈫、
17日㈮、21日㈫、24日㈮、28日㈫

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南

おはなしひろば
ぜひ親子で気軽にお越しください。
日時　４月18日㈯　14:00〜15:	00
場所　岩城クリニック3階　保育室
内容　絵本の読み聞かせのほか、手作りお

やつの提供もあります。
ゆったりと家庭的な雰囲気の中お過
ごしください。

問	岩城クリニック病児病後児保育専用
　	坂東（☎080－1998－7476）へ

病児病後児
保育だより

平成27年度は、４月８日㈬から開所します。

Aさん　この間なあ、息子のショウタがあ
んまり言うこときかんかったから、
腹立ってたたいたったんじゃ。

Bさん　子どもっちゃ、いっこも言うこと
きかんよなあ。

Aさん　おまえんとこもそうか。
Bさん　ほら一緒じょ。
Aさん　ほしたら、やっぱりたたいたりす

るか。
Bさん　やっぱりしつけやけんなあ。手を

上げることもあるなあ。ほやけど、
この間なんかのテレビで、体罰を
したからって、子どもは分かって
ないことが多いと言うとったなあ。

Aさん　ほんな話はよう聞くけど、親がた
たかな子どもは、ますますつけ上
がるようになると思わんか。

Bさん　ほうよなあ。
Aさん　体罰としつけは違うんじょ。
Bさん　ほうかなあ。でも子どもにとった

らたたかれるんは一緒やぞ。たた
いてもわからんのだったら、たた
き損ちゃうか。

Aさん　ほな、どないしてしつけるんな。
Bさん　難しいのぉ。ほんでもたたいても

子どもっちゃ同じことで怒られんか。
Aさん　同じことするけん、余計腹たって

手を上げてしまうんじゃなあ。
Bさん　よう分からんけど、しばいてもし

ばかんでも同じことを何回も言わ
なあかんのだったら、しばかん方
がましちゃうか。

Aさん　ほうかなあ。今までは殴ったら分
かると思とったけど、ほない考えた
ら子ども育てるっちゃ難しいのぉ。

Bさん　ほんまじゃ。難しいのぉ。
学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ

−しつけか体罰か−

て ひ ろば育子
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生涯登録を済ませた飼い犬が死亡したとき、犬の所在地・飼い犬
が変わったときなどは届け出が必要です。

問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ

飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
次の日程で犬の登録と予防注射を行っていますので、犬を飼っている方は、最寄りの
場所に必ずお出かけください。　料金6,000円（登録3,000円、注射3,000円）

犬の登録と予防注射のお知らせ

４月 地区 時　　間 場　　　　　所

６
日
㈪

羽
ノ
浦

9:30～	 9:50 あ す み が 丘 天 神 神 社
10:00～10:10 羽ノ浦分団第５班消防詰所
10:20～10:30 明 見 集 会 所
10:40～10:50 岩 脇 選 果 場
11:00～11:20 岩 脇 小 学 校 校 庭
13:00～13:20 羽 ノ 浦 公 民 館 古 庄 分 館
13:30～13:50 古 庄 八 幡 神 社
14:00～14:20 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

７
日
㈫

羽
ノ
浦

9:30～	 9:50 春 日 野 中 央 公 園
10:00～10:20 親 子 ふ れ あ い セ ン タ ー
10:30～10:40 宮 倉 研 修 セ ン タ ー
10:50～11:10 羽 ノ 浦 神 社
13:00～13:10 野 神 児 童 公 園
13:20～13:30 羽 ノ 浦 公 民 館 那 東 分 館
13:40～13:50 羽 ノ 浦 老 人 憩 い の 家
14:00～14:10 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

９
日
㈭

福　

井

9:20～	 9:40 福 井 駅
9:50～10:00 福 井 南 小 学 校
10:10～10:20 長 谷 川 バ ス 停
10:40～10:50 椿 地 集 会 所
11:00～11:20 農 協 後 戸 育 苗 セ ン タ ー
11:30～11:40 大 宮 八 幡 神 社
13:00～13:30 福 井 町 総 合 セ ン タ ー
13:40～14:00 内 歩 教 育 集 会 所
14:10～14:20 湊 集 会 所

10
日
㈮

桑　

野

9:30～	 9:40 阿 瀬 比 八 幡 神 社
9:50～10:20 山 口 分 館
10:30～11:00 川 西 集 会 所
11:10～11:40 桑 野 駅 前
13:00～13:30 浦 の 内 集 会 所
13:40～13:50 岡 元 住 宅 入 口
14:00～14:30 大 地 橋 西 詰
14:40～15:00 成 松 集 会 所

13
日
㈪

長
生
・
大
野

9:30～	 9:50 西 方 大 将 軍 神 社
10:00～10:10 三 倉 玉 泉 寺
10:20～10:40 明谷コミュニティセンター
10:50～11:10 長 生 住 民 セ ン タ ー
11:20～11:30 長 生 隣 保 館
13:00～13:20 下 大 野 八 幡 神 社
13:30～14:00 大 野 住 民 セ ン タ ー
14:10～14:20 大 野 隣 保 館
14:30～14:40 中 大 野 教 育 集 会 所
14:50～15:00 上 大 野 八 幡 神 社

16
日
㈭

見
能
林

9:20～	 9:40 旧 才 見 分 館
9:50～10:10 中 林 町 杉 本 商 店
10:20～10:40 中 林 分 館
10:50～11:10 北 の 脇 石 油 裏 の 庵
11:20～11:50 見 能 林 公 民 館
13:00～13:30 林 崎 正 八 幡 神 社
13:40～14:10 大 潟 分 館
14:30～15:00 津 乃 峰 分 館

17
日
㈮

椿
・
椿
泊
・
橘

9:30～	 9:40 働 々 バ ス 停
9:50～10:00 上 地 消 防 詰 所
10:10～10:30 椿 住 民 セ ン タ ー
10:40～10:50 小 吹 川 原 バ ス 停
11:00～11:10 椿 泊 連 絡 所
13:00～13:20 鵠 分 館
13:30～13:40 海 正 八 幡 神 社
13:50～14:10 橘 町 総 合 セ ン タ ー
14:20～14:30 橘 こ ど も セ ン タ ー
14:40～14:50 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー

４月 地区 時　　間 場　　　　所

20
日
㈪

加
茂
谷

9:30～	 9:50 お 松 権 現
10:00～10:10 水 井 集 会 所
10:20～10:30 細 野 橋 北 詰
10:40～10:50 農 協 大 井 支 所
11:00～11:10 十八女コミュニティセンター
11:20～11:40 深瀬コミュニティセンター
13:00～13:20 楠 根 消 防 格 納 庫
13:30～13:50 加 茂 谷 総 合 セ ン タ ー
14:00～14:10 熊 谷 町 集 会 所

21
日
㈫

新　

野

9:30～10:00 新 野 旧 家 畜 診 療 所
10:10～10:50 東 重 友 集 会 所
11:00～11:30 新 野 住 民 セ ン タ ー
13:00～13:20 久 田 橋 東 詰
13:30～13:40 新 野 西 小 学 校
13:50～14:10 農 協 徳 信 集 荷 場
14:30～14:40 新 富 集 会 所
14:50～15:10 生 谷 バ ス 停

23
日
㈭

那
賀
川

9:30～	 9:50 阿 南 市 那 賀 川 支 所
10:00～10:10 芳 崎 市 瀬 商 店
10:20～10:40 今 津 浦 集 会 所
10:50～11:10 那 賀 川 公 民 館
11:20～11:30 黒 地 野 上 神 社
13:00～13:20 八 幡 八 幡 神 社
13:30～13:40 小 延 日 吉 神 社
13:50～14:00 島 尻 厳 島 神 社
14:10～14:20 江 ノ 島 八 坂 神 社
14:40～14:50 古 津 八 幡 神 社

24
日
㈮

那
賀
川

9:30～					 9:50 東とくしま農協西原出張所
10:00～10:10 大 京 原 会 館
10:20～10:30 中 島 会 館
10:40～11:00 那 賀 川 公 民 館 平 島 分 館
11:10～11:20 赤 池 御 獄 神 社
13:00～13:20 里 八 幡 神 社
13:30～13:40 中 島 郵 便 局
13:50～14:00 御 霊 町 御 霊 神 社
14:10～14:20 東 町 中 島 漁 業 組 合
14:30～14:50 出 島 神 明 神 社
15:00～15:10 阿 南 市 那 賀 川 支 所

27
日
㈪

宝
田
・
中
野
島

9:20～	 9:40 石 本 秀 松 園
9:50～10:20 宝 田 公 民 館
10:30～10:40 阿南バッティングセンター
10:50～11:00 中 原 八 幡 神 社
11:10～11:30 上 中 分 館
13:00～13:10 南 島 八 幡 神 社
13:20～13:30 王 子 神 社
13:40～14:00 柳 島 老 人 ル ー ム
14:10～14:40 横 見 消 防 詰 所
14:50～15:00 横 見 児 童 遊 園

28
日
㈫

富　

岡

9:20～	 9:40 黒 津 地 八 幡 神 社
9:50～10:10 王 子 バ ス 停 広 場
10:20～10:30 住 吉 老 人 ル ー ム
10:40～10:50 住 吉 町 住 吉 神 社
11:00～11:20 日開野コミュニティセンター
13:00～13:20 三 石 神 社
13:30～13:50 阿南青少年健全育成センター
14:00～14:20 正 福 寺 入 口
14:30～14:50 阿 南 ひ ま わ り 会 館
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表紙の写真は、昨年４月に長生町の谷	幸子さんの庭先で撮影した一枚です。咲き誇るシバザクラを見物に訪れた長生保育所の園児たちの喜ぶ姿は、どこを切っても
絵になります。さて、市役所旧庁舎は、総事業費約２億6,500万円を投じて昭和41年３月31日に完成しました。以来、49年間にわたり住民の生活、福祉向上を担う
市職員、市議会議員の働く場として市の歴史とともに歩んできました。背中から寄り添うように新庁舎がたたずむ様は、まるで“お疲れさま”と労をねぎらっている
かのよう。共に年輪を重ねてきた構内の桜が、春風に揺られながら一つの時代の節目を静かに見とどけています。（山田）
４月は、入学や就職、異動などで環境が変化することが多い時期。あちこちで桜の花が咲くようすを目にして、春の到来を実感される方も多いと思います。市内には、
岩脇公園や牛岐城趾公園をはじめ、桜の名所が数多くあります。休日はそういった場所に足を運び、阿南の春を満喫してはいかがでしょうか。（相田）

編集室の

窓

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
5日 けんなんメンタルクリニック 日開野町 ☎23−6522
12日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
19日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
26日 瀧 内 科 外 科 医 院 才 見 町 ☎24−9133
29日 村 上 内 科 外 科 医 院 那賀川町 ☎42−3110

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

４月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00〜17：00

スポーツ施設４月の休館日
サンアリーナ（温水プール） 6・13・20・27日
那賀川スポーツセンター 1・8・15・22・30日
羽ノ浦総合国民体育館 6・13・20・27日
羽ノ浦健康スポーツランド 6・13・20・27日
県南部健康運動公園 7・14・21・28日

日	開催日　　　時	時間　　　所	場所　
予	予約受付　　問	問い合わせ先

４月の相談

法律相談（要予約） ２日㈭・16日㈭
時	13:30～16:30　所	第１仮庁舎１階　市民相談室
予	１カ月前から　問	市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談 14日㈫・28日㈫
時	9:30～11:30　所	第１仮庁舎１階　市民相談室
問	市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 24日㈮
時	14:00～16:00　所	ひまわり会館１階
問	市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時	9:30～16:30　所	社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問	消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 ８日㈬
時	13:30～16:00　所	加茂谷公民館・宝田公民館　
問	人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談 21日㈫
時	13:30～16:00　所	ひまわり会館１階
問	人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日	月曜日～金曜日（祝日除く）時	9：00～12：00
問	家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ６日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪
時	10:00～15:00　所	市民会館内社会福祉協議会
問	社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談（要予約）
日	７・14・21・28日　時	13:00～17:00
日	10・24日　時	13:00～16:00
所	市民会館２階　相談室　予	随時
問	男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約） 今月の相談日はありません
時	9:30～15:30　所	市商工業振興センター
予	1カ月前から電話による完全予約制
問	徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※５月の相談日は７日㈭です。

人口と世帯数

人口 76,046人	（−58）
（男）36,647人	（−36）
（女）39,399人	（−22）

世帯数30,177世帯（± 0）

※平成27年２月末日現在
　カッコ内は前月対比

４月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　第１仮庁舎２階　納税課（☎22−1792）へ

１日㈬・15日㈬　17：15～18：15　第１仮庁舎１階

４月の市税

■固定資産税（第１期、全期）
■軽自動車税（全期）
納期限は、４月30日㈭です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  26日㈰		8:30～17:00（第１仮庁舎２階納税課）

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ
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昨
年
11
月
の
橘
公
民
館
で
の
公
演
を
皮
切
り

に
、
加
茂
谷
、
富
岡
、
那
賀
川
の
４
地
区
で
人

権
劇
「
か
あ
さ
ん
の
歌
」
が
上
演
さ
れ
た
。
認

知
症
に
な
っ
た
祖
母
を
巡
る
家
族
の
葛
藤
と
絆

を
描
い
た
物
語
。
根
底
に
は
、
高
齢
者
特
有
の

人
権
問
題
が
あ
る
。
認
知
症
を
学
び
、
地
域
で

支
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

　

演
じ
た
の
は
劇
団
「
あ
ゆ
み
阿
南
」
の
皆
さ

ん
。
劇
団
員
は
学
校
長
、
公
民
館
長
、
地
域
役

員
な
ど
20
～
70
代
の
男
女
17
人
。
人
権
劇
に
活

発
な
小
中
学
生
に
感
化
さ
れ
た
山
本 

健
さ
ん

（
橘
町
）
や
渡
辺
純
子
さ
ん
（
見
能
林
町
）
が

参
画
を
募
り
発
足
さ
せ
た
。
平
成
20
年
に
初
舞

台
を
踏
ん
で
以
来
、
今
回
で
４
作
目
と
な
る
。

脚
本
・
演
出
は
渡
辺
さ
ん
が
手
が
け
、
小
道
具

作
り
、
舞
台
設
営
等
の
支
援
者
も
ス
タ
ッ
フ
に

加
わ
り
活
動
し
て
い
る
。
舞
台
を
自
ら
の
人
権

学
習
の
場
と
位
置
づ
け
、
互
い
の
人
権
意
識
を

高
め
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
者
が
持
ち

味
を
生
か
し
て
演
じ
き
る
。「
練
習
は
赤
点
で

も
、
本
番
が
満
点
だ
っ
た
ら
え
え
ん
よ
」
と
気

負
い
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
仲
間
と
と
も
に
成

長
し
て
き
た
舞
台
に
か
け
る
思
い
は
熱
い
。

　

公
演
直
前
に
は
日
を
詰
め
て
練
習
す
る
。
本

番
で
は
笑
い
も
誘
い
な
が
ら
認
知
症
の
見
守
り

方
を
演
技
で
伝
え
、
来
場
者
か
ら
「
身
近
な
問

題
で
あ
り
、
正
し
い
理
解
と
支
え
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
」
と
評
価
を
受
け
た
。
代
表

の
渡
辺
さ
ん
は
「
客
席
の
反
応
が
次
へ
の
原
動

力
に
な
り
ま
す
。
人
権
を
心
の
土
台
に
お
き
、

夢
と
希
望
を
育
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
に
な

れ
た
ら
。
歩
幅
は
小
さ
く
て
も
、
一
歩
ず
つ
歩

ん
で
い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。

　

公
演
最
終
日
の
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
で
は
、

２
０
０
人
を
超
え
る
観
衆
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、

達
成
感
に
満
ち
た
笑
顔
の
花
が
咲
い
た
。
認
知

症
の
妻
と
岸
壁
で
肩
を
並
べ
、「
ふ
る
さ
と
」

を
口
ず
さ
み
な
が
ら
遠
い
記
憶
を
手
繰
り
寄
せ

る
シ
ー
ン
は
涙
を
誘
っ
た
。
日
本
の
心
の
歌
と

し
て
長
く
歌
い
継
が
れ
て
き
た
「
ふ
る
さ
と
」

は
、
発
表
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
た
。
こ
の
歌

が
、
私
た
ち
の
心
に
安
ら
ぎ
や
明
日
へ
の
希
望

を
与
え
て
く
れ
た
よ
う
に
、
世
代
を
超
え
て
親

し
ま
れ
る
舞
台
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。
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地
域
の
話
題
を
い
ち
早
く
チ
ェ
ッ
ク
！

阿
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
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だ
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ま
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ぶらりまち紀行阿南
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜 第106回

劇団 「あゆみ阿南」


